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幼児の共感的相互作用による身体表現遊びの展開
遠　藤　　　晶
（武庫川女子大学文学部教育学科）
Development of Childrenʼs Physical Expression
 through Sympathetic Interactions During Play
Aki Endo
Department of Education, School of Letters
Mukogawa Women's University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
Bodily expression play is play, accompanied by body movements, that happens amid interactions with 
others. It becomes a site for the deepening of mutual communication, as the children seek to understand the 
intentions of others while expressing themselves through exchanges of body movements, words, facial 
expressions, and eye contact.
This study aims to explain the characteristics of 3-year-olds and 5-year-olds in terms of their development 
of bodily expression play through sympathetic interaction. By having children play with a scarf, I observed 
sympathetic interactions, in which fun is shared, to further expand their relationships. When prompted by 
one-on-one imitation, response, and synchronization, the 3-year-olds started and developed their play with a 
nearby partner by sharing in the fun. It became a game of lining up scarves in different colors. I observed 
them playing by experimenting with the scarves, jumping over them, wearing them, throwing them up in the 
air, and catching them with their heads and hands. In contrast, 5-year-olds developed their play by varying 
imitation and synchronization. They found the appropriate sense of distance for and continued their play by 
cooperating with a partner while assessing the surrounding situation. I observed them expressing themselves 
by moving the scarves around and wearing them around their waists, heads, and shoulders. 
Based on my observations, it is suggested that this kind of interaction, which involves the sharing of 
pleasant emotions in a comfortable relationship, leads to the development of play.
問題の所在と目的
保育における身体表現の遊びでは，子ども同士の関係の中での相互交流の理解が重要になる．平成
30 年 4 月より施行される幼稚園教育要領 1）には，幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿」が新たに示される．特に，教師が指導を行う際に考慮する内容として
「健康な心と体」「自立心」「協同性」など 10 項目が記されているが，「豊かな感性と表現」の育ちを目指
す幼児の身体表現の指導を考える上で，他者との関わりのなかで身体による表現を理解することがこれ
まで以上に重要になった．
身体表現の遊びは，身体の動きを伴い人との関わりの中で広がる遊びである．身体の動き，言葉，表
情，視線を交わしながらコミュニケーションを深め，模倣，リズムや音楽に同期することなどが基盤と
なり展開する．身体模倣について，明和（2012）2）は，複雑な情報を伝達し他者とのコミュニケーション
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を成功させる手段として重要であると述べ，同期については，佐藤（2016）3）は心がつながる機能がある
としている．また，Zamm，Wellman, & Palmer（2016）4）は，相手とリズムが合う人同士で同期が成立し
やすく，より安定すると述べている．運動リズムの同期は誰とでもすぐに起こるわけではなく，相手と
の関係が良好な場合や相手と仲良くなりたいという場合に起きやすくなる．さらに，相手と動作が同期
すると，自分が相手と似ているように思え，相手を思いやって相手に援助の手を差し伸べるようになる
こと（Valdesolo & DeSteno 2011）5），同期すると注意が相手に向き相手の言ったことをよく覚えたり相手
の容姿を覚えたりすること（Macrae，Duffy，Miles，& Lawrence 2008）6）などといわれており，同期する
ことは人との繋がりを深める体験となると考えられる．
遠藤（2016） 7）は，1 歳児と保育者とのふれあい遊びの観察事例から，保育者は幼児の様子を見ながら
快感情に沿って関わるとより遊びが展開したことを示した．
幼児の身体表現の遊びは，模倣や同期によって発展するが，そこには快の感情が伴うと考える．快の
感情は他者からの身体の動き，言葉，表情，視線を受けて生まれたり，動きの模倣や同期で身体を動か
すことで生まれる．他者との関わりの中で生まれた快の感情は，他者と共有（共感）され，新たな身体表
現の遊びの展開に繋がるといえる．このことから他者と身体表現の遊びの体験は，豊かな感性と表現の
育ちに繋がっていくと考える．本研究では，他者との身体表現で生じた快の感情が新たな身体表現を生
む一連の作用を「共感的相互作用」と呼ぶことにする． 
古市（1999）8）は保育所の 3 歳児から 5 歳児の幼児を対象に風呂敷を用いた遊びを観察し，どの表現か
ら次の遊びを誘発したかを分析した．肩に風呂敷をかけマントに見立てキャラクターになったつもりで
演じることや，腰に巻きダンスをするなどの身体表現遊びに発展したことを示している．こうした遊び
の発展には幼児の関わりによるものと考えられるが，関わりについての詳細な検討はされていない．
Kirscner & Tomasello（2010）9）は，4 歳の子どもを対象にした研究で，一緒に歌って踊って物を叩いて音
を鳴らすと，自分のやりたいことを延期してでも相手を助けるようになったり，相手と協力して問題を
解決したりするようになると報告している．他者と協力して一緒に歌ったり，踊ったりすることは 4 歳
頃から見られると述べており，4 歳前後の比較検討により共感的相互作用による身体表現の遊びの展開
の特徴が検討できると考えた．
以上のことを踏まえ，本研究では，素材を表現の道具とした場合に，身体を動かして快感情の交流か
ら生まれる他者とのやりとりつまり「共感的相互作用」によって身体表現の遊びがどのように展開するか
を，3 歳児と 5 歳児の事例から検討することを目的とする．
方　法
1　研究協力園
2017 年 3 月に，I 市幼稚園プレイルームで遊びの様子の観察を行った．3 歳児は男児 10 名女児 15 名
の計 25 名，5 歳児は男児 18 名女児 12 名の計 30 名であった．保育観察の実施にあたっては，園長およ
びクラス担任に保育観察の趣旨を説明し , ビデオ撮影で得られたデータなどは個人情報の厳重な管理と
適切な処理を行い，研究以外の目的には使用しないという説明をして了承を得た．
2　共感的相互作用を高める遊びの環境の検討
共感的相互作用によって身体表現の遊びが展開できる課題を考案するために，聴覚を刺激する音の出
るおもちゃ，視覚と運動を刺激するスカーフ，聴覚・視覚を刺激し言葉感覚を刺激する指人形等のおも
ちゃを用意した．スカーフは，色や素材が子どもになじみやすい，持つ・振る等の多様な動きが誘発さ
れる，かぶったり身体に巻き付けたり身体への接触によってイメージを喚起しやすい，友達と一緒に関
わる遊びにも発展できる素材であると考え，1m×1m のスカーフ 5 色（赤・白・黄・青・緑）10 枚ずつ
を用意し，保育室後方に配置した机の上に置くことにした．
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3　調査の方法
保育室で用意したおもちゃで自由に遊ぶ状況を設定し 15 分間の観察を行った．調査に際しては，保
育室に入り幼児に挨拶をしてから「これから机の上におもちゃを用意します．そのおもちゃで好きに遊
んでもらいます．その様子をビデオで撮りますがよろしいですか．用意ができるまで少し待っていてく
ださい．」と伝え，おもちゃを配置した．おもちゃの用意ができた後，幼児に「用意ができました．保育
室のあいているところでもあそんでください．あぶない遊び方はしないでください．それではこれから
15 分間，よろしくお願いします．」と伝えて遊びの調査を実施した．調査中，担任保育者にも保育室で
補助的・支援的に幼児の遊びを見守ってもらうように伝えた．幼児に対しても日常の関わりと変わらず
自然な表情や頷き，幼児から要請があれば応えてもらい自然な状況で観察するようにした．
4　観察の記録と分析
観察は筆者を含む 3 名で行い，ビデオ 2 台を設置し遊びを記録した．記録したビデオを再生し，遊び
はじめた子ども，布の扱い，他児との距離，身体の動き，言葉，表情の観点から記録し，一人の遊びな
のか，他児の模倣か，一人の言動によって二人または小グループの中で起こったものか，やりとりにつ
いて，個人を特定して時系列に記録した．その記録をもとに一事例一文になるように記録を整理し，遊
びの流れを図で示した．記録と分析は筆者が行った．遊びの記録においては，スカーフの扱いに関わる
操作的なことも含まれたが，そうした行為の延長上に身体表現の遊びの発展があると考え記録し分析の
対象とした．
聴覚を刺激する音の出るおもちゃ，視覚と運動を促すスカーフ，聴覚・視覚を刺激し言葉感覚を刺激
する指人形等のおもちゃで遊ぶ様子を観察すると，楽しさを共有してさらに関わりを広げる「共感的相
互作用」を活かした動きを伴う表現が多く見られたのはスカーフを用いた遊びであった．スカーフの遊
びを対象に，以下に分析の結果を述べる．
結果と考察
1　関わり方と身体表現遊びの展開
3 歳児 5 歳児ともに，用意されたスカーフの色や質感や大きさを確認しながら，積極的に遊びへと広
げたが，3 歳児のクラスでは開始後 2 分経過するまで机の上に置かれたままであった．初めて手にした
幼児が赤いスカーフを手にしたものの，戸惑い机の上に戻したことがきっかけで参加人数が増え，スカー
フのコーナーには多い時で 13 名が参加した．
一方，5 歳児のクラスでは開始後すぐに，スカーフの遊びがはじまった．スカーフのコーナーには多
い時で 8 名が遊びに参加した．3 歳児に比べてスカーフで遊ぶ割合は高いとはいえなかったが，遊び開
始直後から積極的にスカーフに近づき手に取り，かぶって近くにいる幼児に顔を近づけ，スカーフを上
下に振ること，スカーフを片手で持って走ることなど動きのある関わりをはじめた．
観察された遊びについて，一人で遊んでいるのか，相
手がいる二人以上の遊びをしているのかについて，事例
数を年齢群で比較した（表 1）．スカーフの遊びをした 13
名の 3 歳児のうち，一人の遊びは 10 事例，二人以上で関
わった遊びは 15 事例見られた．5 歳児の 8 名のうち二人
以上での遊びが 16 事例と一人での遊びに比べて多く見ら
れた．
二人以上で関わる遊びについて，どちらかの遊びに参
加して同じ遊びをしているのか（参加），参加だけでなく，
さらに共感性を高めて遊びを変化させた状況か（展開）と
いう観点で評定しその記録の数を比較した（表 2）．3 歳児
表 1　スカーフ遊びの対象
3 歳児（N=13） 5 歳児（N=8）
一人 10 2
二人以上 15 16
表 2　スカーフ遊びの関わり方
3 歳児（N=13） 5 歳児（N=8）
参加 10 5
展開 5 11
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は近くにいる幼児を見て一緒に参加している状況が 10 事例で展開は 5 事例，5 歳児は遊びを展開させ
たのは 11 事例と参加よりも多く見られた．以下に遊びの展開例を年齢別に示す .
（1）3 歳児の身体表現遊びの展開例
3 歳児の遊びは，まず，床の上に広げたスカーフを見て，色の違うスカーフを置き並べる遊びになった．
ジャンプして跳び越える，スカーフをかぶる，スカーフを投げ上げる，頭や手で受けるなど，スカーフ
の扱いを探る遊びに変わった．他の幼児がしている遊びに関心を持ち，同じことをやってみたい，同じ
ようにやってみたいと至近距離にいる興味のある幼児の遊びに参加し模倣していくうちに遊びを共有し
ていた（図 1）．一人でできそうにないときは先生にスカーフをスカートのように結んでもらったり，か
ぶせてもらったり少し手助けを得るとまた遊びの集団に戻り，おばけの格好をして「おばけだぞー」「う
らめしやー」と身体で表現する遊びに広がった（図 2）．
（2）　5 歳児の身体表現遊びの展開例
5 歳児の身体表現の遊びは，スカーフを片手で回し，その動きに合わせてジャンプし始めたことから
始まった．布端が円を描くように回り，リズム感の高揚とともに，楽しそうな表情も増し，近くにいる
幼児にもリズムが伝わっていった．スカーフを巻いたり，布の端を結んだりすることが自分でできるよ
うになっているため，保育者の援助がなくてもお互いの助け合いでスカーフを身に付けることができて
いた．腰に巻く，かぶる，回す，肩に巻くなど，スカーフの扱い方は 3 歳児に比べて巧みになる．扱い
に困った時には，友達が手助けをしてくれて，できないことを互いに補う関係が見られた（図 3）．
また，二人で遊びの発展が継続した事例である．腕を上下させスカーフを振り，ふわりと上に投げ上
図 1　広げて置いたことから並べる遊びへと変化し、広げたスカーフの上に寝る遊びに変化した
図 2　二人でスカーフをかぶる遊びからお化けを表現する遊びに変化した
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げ，頭で受け止めようとすることをした後，スカーフをマントのように自
分の肩に掛け翻して走って戻り，頭にかぶってジャンプしリズムに合わせ，
赤いスカーフを丸めててるてるぼうずのような形を作ったかと思うと，重
ねてスカートのように巻きくるっと一回りする遊びへと変化させ，二人の
遊びが展開した．相手の遊びに応じて臨機応変に関われるようになるため，
遊び相手が何をしていることに興味を持ち模倣し互いの遊びを少し変化さ
せ，必要に応じて相手をサポートし，遊びを維持発展させていた．できな
いとあきらめかけた遊びも，共感してもらい遊びが続いた． 
柳岡（2016）10）は，未知の出来事や様々な変化によって，「いつもと異なる」
状況が生まれた時，未来の目標に向けて行動を予め変更することは 5 歳児
頃から可能になるとしている．周りにいる幼児の遊びに合わせて自分の遊
びを変更したり，「いっしょにしよ」「いくよ」と声をかけ，互いに遊びへ
の参加を促したりして身体で表現する遊びを変化させていた．
2　共感的相互作用による身体表現の展開
二人以上の人との関わりで遊びに注目すると，幼児がスカーフを手にし，広がったり，揺れたりする
スカーフの動きなどをきっかけに快の感情が伴う互いの関係によって遊びを変化させていくことが観察
された．以下に事例を取り上げ，共感的相互作用によって身体表現がどのように変化するかに注目して
検討していく．
（1）3 歳児の事例検討
事例 1 と事例 2 は，一対一の模倣から，もう一人の幼児が加わり，三人で模倣し合うことを共有し笑
い合う様子が見られた例である．
事例 1　 〈A 児〉はスカーフをかぶり〈B 児〉と向かい合っておばけの格好をする．〈B 児〉も同じよう
にスカーフをかぶりおばけの格好をして笑った．〈C 児〉も加わり三人で同じようにおばけ
の格好をして笑い合った．
事例 2　 〈D 児〉が先生にスカーフをかぶせてもらう．4 枚かぶせてもらって「おばけだぞー」と言い
ながら歩き始めた．ビデオ撮影をしている先生の前で立ち止まり，スカーフをとって「お
ばけだぞー」と脅かすように言う．後ろからついてきている〈E 児〉にスカーフを頭にかぶ
せ笑う．〈E 児〉も，黄色いスカーフをかぶり，〈D 児〉の後ろについて歩き，笑い合った．
スカーフをかぶり，手の動きをつけ，「おばけだぞー」と言葉を添えておばけの表現をした．そして，
互いにおばけになっていることを笑い合っている．相手に対して自分がふりをしていることを示す行為
を，Lilard ＆ Witherington（2004）11）は，「ふりシグナル」と呼ぶ．大人が子どもの前でふり行動を行う時に，
本当に食べているのではなく，「食べるふり」であることを誇張して顔を見たり笑顔を示したりして相手
に対してふりをしていることを示すことがある．伴・内山（2015）12）は，相手に対して自分がふりをし
ていることを示す行為だということを 2 歳過ぎると理解出来るようになるというが，〈D 児〉〈E 児〉は
互いに相手がおばけのふりをしていることを理解して，声色や動きなどを誇張しておばけに変身してい
る自分を相手に示した．
事例 3 は，広げたスカーフを相手にかけてあげる幼児と，それをしてもらう立場を理解し，してあげ
る︲してもらう関係が見られた事例である．
事例 3　 〈F 児〉がスカーフを頭にかぶり，静かに椅子に座っている．〈G 児〉が〈F 児〉に近づいて，
さらにスカーフを 2 枚，3 枚と重ねた．〈F 児〉はその間，〈G 児〉がすることをスカーフの
中から動かずじっと見ていた．〈G 児〉がスカーフをかぶせ終わると，〈F 児〉に「おもしろい」
と声をかけ，指をさし，互いに笑い合った．
図 3　 スカートをはいた表現
をするために互いに助
け合う
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〈F 児〉はかぶせてもらう間〈G 児〉がすることをスカーフの中から動かず見ていた．〈F 児〉が動いてし
まうと，スカーフが滑り落ちてしまうかもしれない，そうなると〈G 児〉が残念に思うことに気づいてい
るようにも思える．してあげる側もしてもらう側も，相手の意図を読み取り，スカーフの枚数が増えて
もまだ落ちてこないスリル感を互いに味わっていた . 
事例 4 は，一枚のスカーフを共有して扱う遊びが生まれタイミングがぴったり合ったことを喜び合っ
た．その状況に突然近くにいた幼児がタイミングよく遊びに加わり，タイミングを合わせることを見出
した例である．
事例 4　 〈H 児〉が黄色のスカーフの両端を持つと，〈I 児〉が両手
で残りの布角を持ち二人でスカーフの 4 角を持った．
二人は勢いを付けて身体も伸び上がるほど高く両手で
持ち上げ，その下に潜りこもうとした瞬間，スカーフ
の下に〈J 児〉が潜り込んできた．三人でスカーフの中に
入れた面白さや安堵感を共有し，笑顔を交わした（図 4）．
〈H 児〉が手にしたスカーフの残りの角を〈I 児〉がもち，二人でス
カーフを持ちあげ，続いて〈H 児〉がその下に潜りこもうとするのを
見て，〈I 児〉が合わせて一緒に潜るという流れで遊びが発展した．ここまでは〈H 児〉が少しリードして〈I
児〉が合わせる二人の遊びであったが，さらに，〈J 児〉が絶妙のタイミングで参加し，三人の遊びに発
展した．遊びの勢いや面白さを互いに共有し，やりたいことを変化させているようであった．スカーフ
の両端を二人で持つという申し合わせがあったわけではない．二人で呼吸を合わせ協力によって偶然こ
の遊びが生まれた例である．
（2）5 歳児の事例検討
事例 5 は，一人の幼児がスカーフを回した動きに合わせて一緒に回していると互いに加速しすぎてリ
ズムが合わなくなるが，合わなくなるまで一緒に回し続けられる緊張感を伴う身体の動きを互いに感じ
ていた事例である．
事例 5　 〈K 児〉がスカーフを片手で持ってグルグル回しジャンプする．〈L 児〉も〈K 児〉の動きに合
わせて同じようにジャンプした．〈M 児〉も加わり，三人のリズムが同期する．
〈K 児〉は「一緒にしよう」と〈L 児〉を誘って率先してスカーフを回し始めた．グルグル回転させてジャ
ンプし，一緒にすることを繰り返した．〈M 児〉も加わり勢いをつけて回す遊びを続けるが，誰かが動
きを止めるとリズムが合わなくなり収束する．3 人のうちの誰かが「いくよ」と合図して遊びをくり返し
た．スカーフを回すと弧を描いてカラフルな動きが見えて，視覚的な変化も加わっているようである．
同じ動作を模倣しているうちに同期し，だんだんそのリズムが加速することでさらに共感性が増した事
例である．
事例 6 は，はじめて出会ったスカーフがどのような遊びに使えるか，試行錯誤を繰り返した例である．
事例 6　 〈N 児〉は広げたスカーフにあぐら座で乗り，スカーフ
を引くと前進しないものかと試し始めた．はじめはバ
ランスを崩し座ったままの移動を中断した．〈N 児〉の
隣に〈O 児〉があぐら座でスカーフの上に座り，スカー
フ前方両端を持ち座ったまま軽く身体を浮かせると，
スカーフごと前進する動きを偶然みつけた．〈N 児〉も
改めて〈O 児〉と同じようにするとスカーフに乗って身
体を移動することができるようになり，二人で乗馬を
楽しむように前進する遊びを続けた（図 5）．
図 4　 二人でスカーフを持ちあげる
図 5　 二人で乗馬を楽しむように前
進する
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発見した遊びがうまく行かなくても，少し修正を加えたり，その遊びが面白いことを模倣して共有し
てもらえたりすることで，遊びが安定する．同じようにできる遊びが共有できたことを感じた事例であ
る．〈N 児〉は，スカーフに乗るだけでは前進できずにあきらめかけたが，〈O 児〉が前進できることをみ
つけ二人で一緒に遊べる遊びに完成した．〈N 児〉が試行錯誤してできなかった遊びが，〈O 児〉に少しだ
け助けてもらって身体の使い方がわかり一緒に遊びができたことに喜びを感じていた． 
事例 7 は，互いに反応を見ながら修正を加えたり遊びを補ったりして遊びが変化した事例である．
事例 7　 〈P 児〉が，スカーフをマントのように自分の肩に掛け，跳び上がり，マントを翻して走り
出した．それを見て〈Q 児〉も，赤いスカーフを選びスカーフを首に巻き，走り出した．続
いて〈P 児〉がスカーフを頭にかぶり，ジャンプすると，〈Q 児〉も頭にかぶり〈P 児〉に合わ
せてジャンプした．〈P 児〉が赤いスカーフを腰に巻いたのを見て，〈Q 児〉も同じようにし
て〈P 児〉に向かって「かわいいでしょ」という感じで両手をふった．しばらくして，〈Q 児〉
が赤→緑→黄→白→青とスカーフを重ねて腰に巻き少し不自由そうではあるが，先生に見
せるためにゆっくりと移動し，先生に向かって視線を向け，〈Q 児〉自身を指さした．〈P 児〉
も赤→緑→黄→白→青とスカーフを重ね，先生に向かって「見て，見て」と声をかけて自身
を指さした．
〈Q 児〉が〈P 児〉の遊びを模倣したり，少しアレンジを加えたりして，遊びが継続した事例である．〈U
児〉が模倣される側で〈Q 児〉が模倣する側で，遊びの主導権が〈U 児〉にあるようにも見えるが，5 枚重
ねしたスカートを先に〈V 児〉が見せて〈P 児〉がその後先生に見せているので主導権が固定していたわけ
でもない．〈Q 児〉は同じことをして，〈P 児〉に向かって「かわいいでしょ」という感じで両手をふり，一
緒に遊べている満足感も伺える．互いの意図を読み取り模倣し，遊びを補い再構築し，少しずつアレン
ジした二人の遊びとして継続させていた．
全体的考察
1　スカーフを用いた身体表現遊びと共感的相互作用
3 歳児も 5 歳児もスカーフを用いる遊びに，快の感情を伴う共感的な関わりにより模倣や同期を通し
て身体の表現を変化させる遊びの展開が見られた．しかし，3 歳児は，誰かが始めた遊びに興味を持ち
遊びに参加し一対一の関わりによる遊びが見られたのに対して，5 歳児は，スカーフの動きやスカーフ
によって引き起こされる動きを共有して二人以上で他児と関わり，相手の反応を見て新たな表現の方法
を見出し展開するという結果を得た．
3 歳児は相手の模倣や同期が遊びの共有のきっかけになっていた．身体表現に使える動きのバリエー
ションが増え，怖いことを怖いように表現する表現力も身に付いてくる．リズムによる高揚感を表現に
つなげることもできる．相手の表現や行動を観察し相手が面白がっていること，身体で表現している意
図が読み取れるようになるため，相手の意図や志向性を理解し一緒に遊びに参加することで遊びを共有
したと考える． 
5 歳児は模倣や同期も身体表現遊びのきっかけにはなるが，相手とのリズムを加速させるなど変化を
加え関係性の中での身体の使い方を見出す遊びが見られた．スカーフの扱いが巧みになり手にしたス
カーフの扱いも多様になるが，だれと一緒に共有するのか，物を巡る人との関係が重要であった．相手
が試行錯誤していることを一緒にやってみるなど身体の使い方に修正をかけ互いの遊びを深めた．声を
かけて誘い二人で協同して遊びを変化させ，相手とやりとりを積極的に取り込む姿勢が見られ，お互い
の関係の中での遊びの変化を楽しむようになっている．体を使った表現に勢いのある動きも出てくるの
で，向き合ったり，横に並んだりして，どうやったら相手と面白さが共有できるかやりとりを通して探
りながら新たな身体の動きや表現の方法を提案し変化させ展開したと考える．
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2　身体表現の相互作用を促す遊びの環境について
用意したスカーフは，幼児の表現的な動きとリズム性を刺激し，共感的相互作用による遊びへの参加
や展開を促した．共感的相互作用を促したスカーフの役割について考えてみたい．
①手に取ってみたくなる素材
赤・白・青・黄・緑の 5 色を用意した．カラフルな色彩に興味をもち，触る，広げる，丸めるなど，
扱い方によって形が幾通りにも変化した．透け感のある布素材のため，互いの顔が見えることも相互作
用を促した．1m 四方の大きさであったので，二人で持ち上げるとふわりと空気を包み込む感覚を二人
で共有することができた．色・形・感触を実際に手に取って試したくなる素材といえる．
②身体の動きに置き換えたくなる素材
投げ上げるとふわりと落ちてくるスカーフに潜り込もうとする遊びも見られたが，投げた勢いとは違
う速さで降りてくる感覚が楽しめた．手で持って揺らしたり回したりするとリズムが生まれ，リズムの
同期性を高めた．頭にかぶってゆったり歩いておばけになるふりをする遊びや，スカーフを腰や肩に巻
いていつもと違う自分に変身する身体で表現する遊びに発展しやすい素材といえる．
③遊びの変化に対応しやすい素材
二人以上で一緒に持つことで，一人だけではできないダイナミックな動きも生みだすことができ，
「せーの」という合図で「一緒に動かす」という関係も促した．臨機応変に相手の関わりによって異なる遊
びを生み，友達が発信した遊びを手掛かりに遊びに工夫を加えて発展させることができる素材といえる． 
以上のことから，スカーフは，互いの動きを共有しやすく，身体を動かして快感情の交流から生まれ，
遊びの変化を他者とのやりとりつまり「共感的相互作用」によって身体表現の遊びが展開できる素材で
あったといえる．
3　今後の課題
幼児は，3 歳児は近くにいる誰かの遊びに参加して関わっていくが，5 歳児になると遊びに応じて，
周りや相手の反応を見て遊びを進めるようになるという違いはあるが，3 歳から 5 歳にかけて身体を動
かして快の感情の交流から生まれる他者と「共感的相互作用」によって身体表現の遊びが展開できるよう
になることが理解できた．今回の調査は，保育時間の中で調査を実施し担任教諭のサポートを得て進め
たが，初めての遊びに参加する幼児にとって保育者が遊びを見守る温かい視線と自然な関わりがあった
ために過度に緊張せずに参加できたのではないかと考える．
使用したスカーフが 1m 四方のカラフルなスカーフであったために，物の扱いを試行錯誤することか
ら二人での関わりからの遊びが広がった．用いるスカーフのサイズが変わると関わりにも違いが見られ
ると思われる．遊びの素材による展開の違いを理解するために調査の条件を変更したうえで検討する必
要がある．今後も人と関わり表現する遊びの楽しさを体験することで，「豊かな感性と表現」の育ちにつ
ながる幼児の身体表現の捉え方を考えていくことを課題としたい．
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Abstract
Nursing homes, which served as welfare institutions for the elderly before World war Ⅱ , were converted 
into first-aid facilities by the poor relief law. This sets the stage for the equalization of the administration and 
management of nursing homes and similar facilities. The trend was led by public welfare facilities for the 
elderly. Along the way, the number of employees was reduced cut and signs of specialization became evident 
in the field of nursing. The equalization of nursing homes facilities and equipment and their management and 
operation was underway across the nation, as can be seen from the nursing program guidelines, the dormitory 
matron engagement rules, and the nursing program overview.
Welfare facilities regulated the number of residents, depending on the size of their rooms. They also 
determined the daily routines of the residents in advance in order to maintain the routine of life, in an effort 
toward equalization. In relatively advanced facilities, however, the treatment of residents as per their 
individual needs was considered a show of disparity in relief activities. Signs of specialization in nursing jobs 
were evident from the dormitory matron engagement rules at Yokufukai, in which reference was frequently 
made to medical care and nursing care. Further, the records of a nursing home in Tokyo contained many 
remarks on nursing care. These are considered signs of specialization being included to the relief activities by 
dormitory matrons. Indications of equalization and specialization from those days can be taken as useful 
references of the aid efforts at elderly welfare homes today.
1．はじめに
戦前の高齢者福祉施設は，救護法施行に伴い，わが国で初めて施設基準が設けられた．救護法から数
えて，約 150 年の期間をもってしても，高齢者福祉施設の施設基準の重要性に変化はない．この施設基
準は，現在の介護保険法上においても援助活動を既定する運営基準とするだけでなく，費用徴収の根拠
にも適用され，施設で暮らす高齢者や事業者にとって根幹となすものである．
救護法において初めて施設基準として規定された高齢者福祉施設（養老院）において，実際の援助活動
の動向を取り上げることは，現在の高齢者福祉施設運営の端緒を捉える意味でも意義深い．そこで本研
究は，救護法下において，高齢者福祉施設がどのような施設基準をもって運営がなされてきたのか，具
体的な史資料を用いて施設の管理・運営の平準化と専門職化を分析することを目的とする．史資料の種
類を示すと以下のとおりである．
まず本研究では，救護法施行に伴う指針である「救護事業指針」を中心に分析している．また公設施設
である浴風会の「寮母執務要綱」や東京市養育院の「看護人規則」を取り上げ，援助活動の実際を示すこと
とする．ただ，全国的にみても当時の公設施設はわずかに 2 施設であり，大半が民間の高齢者施設（養
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老院）であったことから，公設施設と民間養老院の動向も併せて取り上げていくこととする．早速，当
時の施設数から見ていくこととする．
2．養老院の概況と施設数の推移
貧困に対する初めての成文法である救護法が 1929 年に制定され，1932 年に施行された．そこでは，
救護施設が以下のように明文化され，高齢者施設である養老院も救護施設として制度化されていくこと
になる．
　第三章
第六条　本法ニ於テ救護施設トスルハ養老院，孤児院其他ノ本法ニ依ル救護ヲ目的トスル施設ヲ言
フ
第七条　市町村救護施設ヲ設置セントスルトキハ其ノ設備ニ付地方長官ノ認可ヲ受クベシ
2　私人救護施設ヲ設置センスルトキハ地方長官ノ認可ヲ受クベシ
第八条　前条第二項ノ規定ニ依リ設置シタル救護施設ハ市町村長ガ救護ノ為行フ委託ヲ拒ムコトヲ
得ズ
第九条　本法ニ定ムルモノノ外救護施設ノ設置，管理，廃止其ノ他救護施設ニ関シ必要ナル事項ハ
命令ヲ以テ之ヲ定ム
民間の養老院にとっては，救護法施行によって施設の充実や援助活動の平準化という大きな変化を経
験する．養老院の数も量的に拡大したことはいうまでもない．明治・大正時代の養老院は，社会事業家
の使命感のもと，援助活動が展開されてきた．そのため，社会事業家の個性が養老院運営にも表れてお
り，それぞれの施設が独自性を持って営まれていた．しかし，養老院が救護施設として規定されたこと
により，建物・設備や援助活動，収容人員や職員数に公的規制が入り，養老院のあり方が平準化してい
く．加えて，公的資金の導入が養老院の財政に影響も与えた．これまで養老院を運営する社会事業家は，
使命感を中心に養老院内で暮らす高齢者を支えてきており，ほぼ善意で養老院運営を行ってきたため，
国から公的資金が施設に入ることは，財源の確保という意味で大きいものがあった．なお，救護施設に
関する公的規制の方針としては，『救護事業指針』が策定されるが，この点については後に検討する．
翻って，大正中期から昭和初年代にかけて，内務省社会局が当時の社会政策や社会事業に果たした役
割は極めて大きい．救護法は貧困の救護対象の第一に「六五歳以上ノ老衰者」をあげ，見過ごされがちで
あった高齢者への福祉を喚起した．また，「社会事業の趨勢は救貧より段々防貧の方面へ進み，恩恵よ
り権利に，私的社会事業より公的社会事業にと移って行くと云ふのは言ふまでもない」と引用されてい
るとおり（荻野　2000），社会局は救貧から防貧というスタンスを明確にしていた．このような内務省社
会局の開明的な姿勢は，養老院を含む各種社会事業を強力に後押ししたものと考えられる．
昭和初期から第二次世界大戦後までの養老院数の推移を見ていくこととする．養老院の施設数は，救
護法の制定と施行前後から増加し，1932 年には 79 施設，1940 年には 131 施設にまで達している．また
現在の民生委員の前身である方面委員が全国的制度として確立された 1936 年には，前年の 90 施設から
111 施設と増加する．この理由は定かではないが，おそらく方面委員の役割が大きかったと思われる．
つまり方面委員は，おおむね小学校区域を担当区域とし，住民の生活状態を調査していたが，このこと
によって，それまで見逃されがちであった困窮する高齢者を把握し，救護につなぐことができたものと
考えられる．
加えて，救護法が制定，施行されることにより土地や建物についても行政からの配慮がなされた可能
性も大きく，養老院数を増やす土壌が整ってきたと考えられる．明治・大正時代から続く多くの民間養
老院は，借地，借家を利用して運営がされてきたが，救護法下の認可施設については，自前の土地の上
に建物を建てることが可能になったと指摘されている（芝野　1986）．この自前の土地は，寄付や低価格
での譲渡によって取得したケースも多く，養老院の安定的な運営につながった．養老院を運営する社会
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事業家たちにとっては，以前に比べると，安心感をもって運営することができるようになり，そのこと
が施設数の増加にもつながった．
3．救護法実施に伴う平準化
養老院における援助活動の平準化を促した要因は 2 つ考えられる．1 つ目は，全国の養老院の援助実
践を参考にできる雑誌が創刊されたことである．1933 年に創刊された雑誌『養老事業』には，全国に存
在する養老院のより良い実践が紹介されている．その事務局は公的な資金の投入によって創設された浴
風会が担っていた．浴風会には，沢山の専門家が指導的職員として配置され（なかそね 1933），彼らを
中心に「個別処遇」，「生活の場」としての養老院像を明確にしていった点も大きい．また 2 つ目は，救護
法施行に伴う『救護事業指針』が発刊されたことである．この『救護事業指針』は，指針の名のとおりマニュ
アルであり養老院の平準化に大きく寄与し，浴風会課長の小沢一が取りまとめをした．
『救護事業指針』には，各種救護施設についての運営方法（マニュアル）が細かく記されている．『救護
事業指針』は，多年にわたり実践してきた養老院はもちろん，あらたに養老院事業を行う各地の諸団体
の参考になるよう配慮がなされている．このように『救護事業指針』は，これまで行ってきた施設実践の
全国的な平準化を図る意味を担っていたともいえる．内容的には，療養保護と労働，団体生活と個人的
自由，が大きな柱として取り上げられている．具体的な内容を順に検討したい．
　療養保護と労働
『救護事業指針』の中で紹介されている標準的な施設内での様子は以下の通りである．
廢疾者は安んじて療養保護を受けると共に健康者は何等かの働きをなしつつ日々樂しみと希望のあ
る生活をなし，深い宗教的慰安をも興へられる．即ち在院者が凡て團體的に生活の保護を受けると共
に各人に可成個人的な自由と要求の滿足を興へ，院内を活き甲斐ある場所彼等の樂園たらしめること
が出來る． （小澤　1934）
施設内での療養保護は，団体生活ではあるものの比較的自由な援助を行うこととする支援方針がうか
がえる．また，施設において，宗教が密接にかかわっていることもわかる．宗教的な使命をもって高齢
者を支えてきた養老院が多数存在することから，『救護事業指針』においても宗教の使命感をもった療養
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保護が欠かせないとの判断があったといえる．
また，先の引用において「何等かの働きをなしつつ」という点は，高齢者が無為に過ごすことは望まな
いとした内容であり，毎日何らかの仕事を行うことが原則となっていることがわかる．施設内での仕事
内容は，袋貼り・裁縫・熨斗折といった手工業，または除草，農業，園芸，家畜といった農作業，さら
には風呂焚き，食堂係，便所掃除，病室手伝い等の収容者に関する身の回りの世話であった．これらの
作業は，少しばかりの給金もでると『救護事業指針』では述べられている（小澤　1934）．さらに，養老院
の望ましい立地条件は，以下の通りである．
都市の郊外又は都市に近い田舎の閑静な地を選むべきである．新鮮な空気，低廉な土地，快適な環
境というやうな便宜は凡て雑沓した都市にはなくて田舎に多いことは言ふ迄もない．他方では可成
人々が施設に近附き易いといふことが必要条件であつてそれは輸送費を最小限度に止める為のみでな
く，又社会施設をして一般公衆に知り易からしめる為にも必要である．その他郊外を選むことの一つ
の理由は院施設の所属地から院に供給する野菜，鶏卵其他食料品の一部を得ることが出来ることであ
る． （小澤　1934）
「院施設」という言葉が見受けられるように，救護法下では「養老院」と「施設」という用語が出現してい
くことになる．これまでの家族的な処遇をおこなってきた養老院時代にくらべ，大規模化したことに加
え，制度化に伴う支援の平準化が求められることがうかがえる．施設は市街地における中心地より少し
離れた広い土地を探すことで，一定の自給生活も行うことが出来ると伝えている．また，地域の人々と
施設内で暮らす人々との接点を近づけ，交流する必要性も唱えられている．
　団体生活と個人的自由
団体生活と個人的自由を述べるには，養老院の建物内がどのような形状をすることが望ましいのかを
みておく必要がある．特に個人的な自由を担保するには，居室が重要となることから建物と居室につい
て該当する部分を紹介したい．
建物
一つの救護施設の建築設計を爲す場合には最初から設計者に対して若干の注意と要求をして置くこ
とが必要である．建築の特色を表すべき重要部分は単に建物の正面のみではない．救護施設は建築の
外観を誇るのではなく，この設備の目的は多数の老人，虚弱者，児童等の為に住み心地の良い，実質
的な且つ経済的な家庭を建てることにある．それ故正面図表表よりも平面設計の良く出来て居ること
が一層重要である． （小澤　1934）
居室
収容者の居室の廣さは収容者の種類に依つて一室の配置人員の標準が異るべきであるが，概して言
へば多人数の雑居制度を避けて可成少人数宛配置し，一小舎の人員も可成少き方が良好である．一室
の標準は八畳一室に四人，十畳一室に六人，夫婦は四畳半に一夫婦が最も理想的な標準である．
  （小澤　1934）
  
建物では，養老院自体，外観のみを豪華なものにすることなく，そこで暮らす生活者に目を向け，実
質性を重んじる必要性を述べている．また，居室において，一室あたりの標準的な定員人数が定められ
たことは，これからの養老院の運営において大きな意味を持つことになる．明治から続く養老院では，
社会事業家と高齢者が寝起きを共にするような生活の場であったためか，一室あたりの定員の規定数は
文献上見当たらない（堀　2013）．『救護事業指針』において，一室あたりの標準人数が示されていたこと
は，養老院の全国的な平準化を示唆したものとして注目される．次に，昭和初期における養老院を公設
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と民営の養老院に分けて取り上げてみたい．
4．公設運営の施設実践
4－1浴風会
1922 年におこった関東大震災を受けて設立された浴風会は，下賜金をもって設立され，1927 年 2 月
より収容保護を開始した（財団法人浴風会　1935）．施設の立地条件を次のように述べている．
荻窪駅と京王電車線上高井戸駅を南北に連ねたる略中間に位し東京市内とは雖も，未だ武蔵野の面
影を留め全く都塵を離れたる野趣の境にある．而も近年帝都電鉄線敷かれて交通は頓に便となった．
 （財団法人浴風会　1935）
浴風会は，『救護事業指針』に記されているとおり，施設は都市部ではなく人里離れた場所に建てられ
た．塀で囲まれた敷地 27,418 坪の広大な土地に 54 棟の建物を有し，正門から入った正面には大きな時
計台も敷設され，本館は，鉄筋コンクリート造の 2 階建と壮大なものであった．鉄筋コンクリート造り
2 階建ての建物は，これまでの養老院とは比較にならないほど立派なものであった．
建物の内部を具体的に見てみると，本館は，両翼に病室，中央を事務室とされており，本館中央部は，
シンボリックな大きな時計台があった．その後，浴風会は，1927 年 3 月迄に収容建物の約 6 割が竣工
し（財団法人浴風会　1935），敷地内のその他の建物は，1928 年 5 月納骨堂，1929 年に作業場・病室・
洗濯場，1930 年に医務室増築，1932 年に虚弱者対応の舎屋，1933 年に医務室，職員住宅の増設，1934
年に理髪所が設けられ，増大する高齢者のニーズに対応すべく，充実が図られていった（財団法人浴風
会　1935）．
浴風会の立地場所や建物などはこれまで見てきたとおり，広大で近代的であったことが窺い知れる．
では実際の施設内での支援はどのようなものになっていたのか．具体的に直接支援にあたる寮母に関す
る規則などに焦点を当て，検討していくこととしたい．寮母と看護婦は，施設内のあらゆる職種の内，
重要な役割を担っていたとされており（財団法人浴風会　1935），その責任，業務範囲，いずれをとって
も浴風会の中核にあたる職種であったことがわかる．
保護處遇の衝に當る従事者の内在園者に最も直接する寮姆・看護婦の役割は洵に重大である．本園
では二館十一寮の内，館は各々階上と階下の二寮宛に分れ，合計十五寮となる．各寮に一人宛の寮姆
を置き，在園者と起居を共にして直接監護指導と寮内管理に當らしめてゐる．急變し易い老人の健康
状態に不斷の注意を拂ひ，多種多様の經歴・性格を有する多數老人間の和合を図表表り，且つ各々悩
みを持つ個々人に安心と満足を興へることは容易な仕事でない．斯る個別的處遇の徹底こそ収容保護
事業の極致であり，それが保護組織全體の任務であるが，最も直接保護の職責を負ふ者は各寮舎で老
人達と絶えず寝食を共にする寮姆である． （財団法人浴風会　1935）
1 人の寮母が寮（約 20 人～ 40 人程度）全体を見渡しながら，高齢者一人ひとりを支援している様子が
見て取れる．寮母は，一人ひとりの高齢者の心身の状況を個別的に捉え，寮内を全体的にまとめ統括し，
集団形成を行うような寮運営にあたっていた．また，寮母は，高齢者と起居をともにとあることから寝
起きを共にしていたと思われるが，実際は同じ敷地内に職員寮が存在していたため，勤務体制によって
は職員寮から通っていた．いずれにしても高齢者にとってまさに各寮内の母のような存在であったこと
には変わりないが，食寝分離が徐々に進みつつあることから，寮母の専門職化への萌芽がうかがえる．
次に具体的に寮母が行っていた個別援助の内容が表れている寮姆執務要綱を表題部分のみ紹介してい
く．
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　寮姆執務要綱
寮姆ハ保護課職員ト協力シテ直接在園者ノ監督指導ト寮館ノ管理ニ當リ特ニ個別的處遇ニ勤メ且ツ
附帯セル事務ヲ取扱ウツモノトス
第一綱　在園者ノ規律的生活ノ指導（教育的衛生的標準）
第二綱　慰安及訓練（個別的處遇ノ徹底）
第三綱　寮内ノ管理（事務的經濟的標準）　
第四綱　事務及聯絡 （財団法人浴風会　1935）
『寮姆執務要綱』をみると寮母は，直接援助を行うとともに，事務も行うなど，あらゆる業務をこなし
ていたのがわかる．『寮姆執務要綱』の各条文では，寮母の業務は，高齢者の衣食住を満たすための身体
的な介護から来訪者への対応，さらには労働に関する作業や修繕にいたるまで多岐にわたっていた．第
一綱では，「教育的衛生的標準」とあるように，養老院における援助活動の標準事項が記述されており，
起床から就寝さらには食事や医療的援助など，養老院内で暮らす高齢者の規律的生活の指導事項が述べ
られている．あまりにも寮母の業務量が多いために，第三綱の世話係や当番などが，業務の一部を高齢
者と共に協力しながら運営していた．また，第四綱において，寮母が施設の外へ出る際は，主任寮母の
許可を得て，申し送りをしなければならなかった．寮母は寮内の隅から隅まで熟知しており，不在となっ
てしまえば高齢者の支援が行き届かないものになる可能性があり，このような許可制を引いたのではな
いだろうか．いずれにしても多岐にわたる業務に大きな責任を寮母が有していたことがわかる．
また寮母の業務において，診療及び看護が入っていることが注目される．現在であれば医師や看護師
等の医療従事者のみが行える行為ではあるが，当時の寮母は，一人ひとりの高齢者に対しての日々の相
談や食事といった身の回りの世話から，体調不良者に対しての診察，看護も行っていた事実があった．
当時の「モデル施設」であった浴風会の寮母は，個別的に高齢者の生活全般を援助しつつ，看護において
も支援をおこなっていた．さらに，施設運営するにあたり，高齢者の身体および精神状態によって，生
活能力をある程度分類していた事実もある．新しく入園したものは，まず予備室に入り生活を始めた（財
団法人浴風会 1935）．ここで一定の判断がなされ，それぞれの特徴にあった寮に配属されるのである．
浴風会では，建物ごとに新入園者寮，男子寮，女子寮，夫婦寮といったように，ある程度の分類をして
収容していたからである．例えば家庭寮，保養寮などでは，居室一室あたりの定員は 6 名となっており，
夫婦寮では，4 畳半の居室に夫婦 2 名が生活している．特徴としては，家庭寮・保養寮・夫婦寮は，い
ずれも寮母室や食堂がある中央付近に位置しており，それぞれの部屋にアクセスしやすくなっている．
また食事を摂る際は居室から外に出て，寮内全員が中央の食事に集まった．これまでの養老院では，寝
る場所と食事の場所を同じとする場合が多く，このように居室と食堂が分かれている点は，公営養老院
の援助活動の大きな特徴であった．さらに家庭寮，夫婦寮内の居室は，押入れもあることから布団を毎
日上げ下げし，居室を有効に使って生活していたことがうかがえる．
ところで浴風園には，病室がおおよそ 100 床程度存在し，そこではベッドでの対応であった（柄澤　
2003）．病床については常に満床の状態であり，「本園病室は，ほとんど 1 床も余さず利用されており，
のみならず予備病棟の春日寮も今では常備のものになっている機能形態から見て，病室拡張の必要が痛
感される．」との記述がある（財団法人浴風会　1938）．このように，それぞれの寮内においては家庭的な
雰囲気の中で生活する高齢者もいれば，疾病を抱え医療的な支援を受ける者も多数いたことがわかる．
次に明治期から公設施設として運営されている東京市養育院を取り上げ，中でも医療に焦点をあてて紹
介する．これは寮母と看護婦との比較から，高齢者福祉施設における専門職化への進捗を把握するため
である．
4－2　東京市養育院
東京市養育院は，昭和初期の時点において板橋にて運営がなされていた．東京市養育院は，土地
11,921 坪，建物 1,930 坪に拡大され，収容者も大塚での実践に比べて約 400 名増の合計 1,100 名であっ
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た（東京市養育院　1933）．建築物は，木造の和式の平屋建てが中心で，病棟のみ洋風であった．建物が
木造ということもあり，火災にはかなりの注意がむけられていた．各棟を連絡する廊下 2 ヶ所に鉄筋コ
ンクリート造の防火壁，また敷地が広大だったために消火栓を 26 カ所設置し，消防手も配置していた．
（東京市養育院　1933）．
医療面においては普通収容室にそれぞれ看護人室があり（東京市養育院　1933），医局・薬局には事務
室，試験室，調薬室，貯薬室，治療室（内科診察室，外科診察室，手術室，X 線室，水治療室，滅菌水
室等）の各室があり，医療的な設備が備わっていた．医療体制の充実は，創設時から始まり，高齢者は
病気にかかるものも多く，それらに随時対応すべく設備を充実させていった．また，建物内訳では，病
室のなかに児童 1 棟という記述があり，敷地内には，高齢者以外にも児童が暮らしていたことがわかる．
創立直後から養育院掟書，伍長規則，女部屋伍長規則，看護人規則，患者心得，炊事方心得，食堂規
則，浴室規則の制定が立て続けに行なわれており，養老院には看護に関する専門職が配置されてきた（東
京市養育院　1933）．
　看護人規則
一，上の仰は申におよはす醫者より薬のせんし方を告け又食物の善しあしを告けなはよく守りて違ふ
間敷事
一，毎朝戸障子をひらき部屋々を振ひ塵を拂ふへき事
一，醫師の見廻りの節は病人の様子食物の増減を悉しく申のふへき事
一，癒るに怠るは病者の常なれ平生心を配り左様のものあらはねんころに申ふくめ總てまめやかに看
病可事 （東京市養育院　1933）
このように看護人規則には，医師や病者の言葉が入り，心身状態の悪い収容者に対して支援を行って
いたことがわかる．また薬などの医療に関する知識をもった専門職が必要とされていたこともわかる．
中には高齢者の中から部屋を統括する伍長の他に，看護人が選ばれ，罹患した患者の看護を看護人とと
もに当たっていたとする記述もある（東京都養育院　1995）．また 1899 年からは，看護法講習を始め，
この講習を受けた者は看護婦免状を無試験（1914 年から）で交付することができた（東京都養育院　
1995）．看護を志す地域の人々や収容されている看護人（高齢者）もこれに参加したとある（東京都養育
院　1995）．ちなみに 1932 年までに 119 人の卒業生を出している（東京都養育院　1995）．さらに，これ
まで紹介してきた建物の周囲には，看護人の寄宿舎や合宿所が多数あり，収容者と寝食をともにする家
庭的な生活というよりも，仕事を終えると宿舎へ帰るという，敷地内での職住分離が行われていたとも
いえる．このように看護婦には，専門教育もなされはじめていることから寮母に比べて専門性への礎が
やや早く展開されつつあった．
公設養老院の特徴は，大規模であり，かつ建物や設備においては最新のものが使用されていたことで
ある．大規模であるために，建物がそれぞれの用途によってわかれ，寮単位で整理がなされていた．浴
風会では，新入園者寮，男子寮，女子寮，夫婦寮，家庭寮，保養寮などである．東京市養育院でも，そ
れぞれの建物が多数あり，寮単位で用途がわかれていた．中でも各寮に配属されたのが，寮母であった．
寮母は，在園者である高齢者とともに生活をおこないつつ，日々の日課をこなし，規律ある援助活動を
おこなっていた．寮母は，各寮に一人ずつ配属されており，寮の全体を取り仕切るとともに，在園者よ
り選ばれた世話係や当番とともに日々の活動をおこなった（小澤　1934）．救護法施行に伴い，援助活動
の平準化が進むことに加え，寮母の専門性が高まろうとする時期でもあった．また食堂の存在は，これ
までの養老院と相違を際立たせた．従来の養老院では，寝る場所と食事を摂る場所は同じであり，居室
で衣食住がすべて完結していた．しかし，浴風会，東京市養育院では，食堂で食事を摂るという食寝分
離が導入されていた．
さらに，公営施設の特徴は医療面の充実ぶりである．医療設備はもちろんのこと，看護に関する専門
職にいたるまで充実を図ろうとしていた点は大きい．また，浴風会，東京市養育院では，病室内にベッ
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ドが導入されていたことを表す写真も存在している（東京市養育院　1933）．
最後に，東京市養育院では，寄宿舎といった職住分離が採用されており，この点は，施設で働く職員
の就労形態の変化を示している．いずれにしても，公的施設では，食寝分離，病室へのベッド導入，職
住分離など，現在につながる先駆的な試みが始められていたのである．
5．おわりに
昭和戦前期における養老院は，救護法によって救護施設として位置づけられ，施設の管理・運営に関
する平準化が進行した．明治・大正時代の民間養老院では，強い使命感をもった社会事業家が，高齢者
と生活をともにし家庭的な環境で支援にあたっていたが，そのような運営と支援のあり方が，この時期
には少しずつ変化し始めたのである．それとともに，公設の養老院が主導する形で，職員体制も整備さ
れ，支援における専門職化の兆しも見受けられた．
養老院の施設・設備，並びに管理・運営の全国的平準化については，『救護事業指針』，『寮姆執務要綱』，
『事業概要』にも示されていたとおり，公設の施設でも認められた．施設では，居室の広さに合わせて収
容者の人数を規定し，さらには日課を予め定めて生活に流れを決めるなど，平準化に向けた取り組みが
なされた．また先進的な施設では，個別処遇にも触れられており，援助活動の幅も見られる．
専門職化の兆しについては，民営養老院では，社会事業家が使命感をもって養老院での運営にあたっ
ていたため，労働というより高齢者と寝起きを共にするといったように，社会事業家の生活の延長線上
に援助活動が展開されていた．しかし寄宿舎の登場は，養老院での援助活動が労働として取り扱われる
ことを意味する．また，浴風会の『寮姆執務要綱』において診療・看護という記述もあったことに加え，
東京市養育院でも看護に関する記述も多く存在した．このことは寮母の援助活動に，専門性が加わる兆
しと見受けられる．平準化や専門職化の兆しは，現代における高齢者福祉施設で特に議論がなされてい
る個別支援の方法等においても参考にできるといえる．
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Abstract
The present study was aimed at exploring educational effects and issues of using Mind Map homework in 
a university class. A qualitative study related to educational effects and issues was conducted on thirty-two 
university students through an open-ended questionnaire. Content analysis was performed by the KJ method 
（Kawakita, 1970）. Consequently, eighteen responses as educational effects and twenty-four responses as 
issues were reported. Through the KJ method, five items were categorized as educational effects, and four as 
issues. In specific terms, the following items were categorized as educational effects: “Facilitating learning 
motivation” “Booster effect of preview” “Deep learning” “Deep learning from others” and “Facilitating 
generic skills”. The results of our study showed that the Mind Map homework facilitated the student's 
learning motivation and deep learning. The results of this study were expected to be used as basic data to 
support using Mind Map homework in the university class.
はじめに
中央教育審議会大学分科会 1）は「予測困難な時代において生涯学び続け，主体的に考える力を育成す
る大学へ」と題した報告書を取りまとめ，学士課程教育の質的転換と学修時間の増加を強調した．その後，
大学教育において一方向的な知識伝達型授業からアクティブ・ラーニングを取り入れた授業への転換を
図る動きは加速している．
関田ら 2）は，「学生の授業外学修時間を増やし，能動的な学修を促すポイントの 1 つは，きちんと予
習させて授業に臨ませることです」と述べた上で，授業の予習にマインドマップの活用を提案している．
マインドマップ 3）とは，トニ ・ーブザンによって考案，開発された思考ツールであり，セントラルイメー
ジと呼ばれるイラストを中心に放射線状にブランチ（枝）をのばし，ブランチに言葉や記号，アイコンな
どをのせて思考を外面化する手法である 4）．マインドマップの描き方は次の 7 つの項目に配慮しながら
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描く．豊田 5）を参考にマインドマップの描き方を以下に述べる．①用紙：A4 版以上の白紙が望ましい．
無地の用紙を横長に使って，用紙の真ん中から書き始める．②イメージ：真ん中のイメージ（セントラ
ルイメージと称する）は常に 3 色以上を使って描き，全体を通じてたくさんの記号やアイコンなどの図
形，立体図形などを描き加えていく．③カラ ：ーテーマやプロジェクト，課題などの色分け（カラーコー
ド）を利用し，全体を通じてたくさんの色を使って描く．④ブランチ：有機的な曲線を放射線状に描き，
中心に近いほど太く，外側に伸びるほどに細く描く．枝の長さは，その上に乗せるキーワードやイメー
ジと同じ程度にする．中心から全てのブランチをつなぐ．⑤キーワード：ブランチの上に描くのは，単
文ではなく単語，キーワードとする．1 つのブランチに 1 つのキーワードを乗せる．文字は読みやすく，
サイズは中心に近いほど大きく，外側になればなるほど小さく，強調する場合も太く書く．⑥構造化：
基本的アイデア（Basic Ordering Idea）をメインブランチ（セントラルイメージに直接つながっているブラ
ンチ）に書き，自由発想的にキーワードとキーワードを関連付け，順番や番号を付したり，大切なポイ
ントには強調を施す．カテゴリーごとに階層化し，思考の広がりや連鎖をブランチの連結で表現する．
自分の個性や脳の働きを自然に反映させる．⑦アファメーション：気づきを大切にする．ブランチとキー
ワードを利用して自身の思考を書き出すことによって，何かに気づくことがある．そのことを大切にし
ながら，楽しみながら描く．
近年，大学教育においてマインドマップを活用した試みは広がりをみせている 6），7），8），9）．豊田ら 6）は
学習方略としてのマインドマップの可能性について，インタビュー法を用いて検討している．その結果，
マインドマップは学習活動における動機づけを高め，学習活動への主体的な取り組みを促し，学習活動
への集中を促し，学習者が学習効果を実感するのに寄与すると述べている．そして，マインドマップの
教え方のうまさがマインドマップによる学習体験の質的向上に寄与することも確認している．しかしな
がら，大学授業の予習としてマインドマップを活用した実践研究は見当たらない．
そこで，本研究は健康・スポーツ系学生を対象に，予習としてマインドマップを活用した授業実践を
もとにその効果と課題について探索的に検討することとした．
方　法
1．調査対象
近畿圏の総合女子大学健康・スポーツ系学部で開講されている健康・行動科学演習を平成 29 年度前
期に受講した女子学生 35 名のうち，調査参加に同意した 32 名を対象にした．
2．調査内容
調査項目は，受講以前からのマインドマップの認知度を 2 項目およびマインドマップを活用した授業
の効果を 7 項目として合計 9 項目を用意した．各質問項目には 2 件法から 5 件法での回答を求めた．さ
らに，マインドマップを活用した授業について良い点および悪い点の自由記述欄を設けた．
3．手続き
調査はインターネット調査法を用いて授業最終日に行った．授業参加者に対して研究の目的，データ
の取り扱い方法およびプライバシー保護に関する説明を口頭で伝達し，研究参加へ同意した者が調査へ
参加した．
4．授業内容
全 15 回の授業のうち，6 回の授業で教科書の内容をマインドマップとしてまとめてくる予習課題を
課した．各回の予習範囲は教科書 1 章分（13 ページ前後）で A4 白紙を横書きに使い，手書きするよう指
示した．予習としてのマインドマップの大学授業における活用は関田ら 2）を参考に実施した．①指定さ
れた章のマインドマップを用意してくる（受講学生が描いたマインドマップを Figure 1 に示す）．②学生
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はペアになり，自分のマインドマップを相方に示しながら 2 人で 10 分の持ち時間で予習範囲の内容を
お互い解説しあう（Figure 2）．③教員はクラスを巡回し，学生のマインドマップに確認印を押しながら
動機づけを高めるコメントを伝える．④相互解説の後に，自分のマインドマップの不足点などに気づい
た場合，加筆修正する．⑤クラスから数名の発表者を選抜し，マインドマップをオーバーヘッドプロジェ
クターで投影しながら，予習した内容を発表し，全体でシェアする（Figure 3）．⑥その内容に教員がコ
メントする．⑦教員が教科書の内容をさらに深めた内容の講義もしくは演習を実施する．なお，予習課
題は，マインドマップの描き方を授業時間の一部を使って指導したのち，伝達された．
Figure 1．受講学生が描いたマイン
ドマップの例 
Figure 2．相互解説の様子 Figure 3．マインドマップを用いた
発表の様子
5．分析方法
受講以前からのマインドマップの認知度およびマインドマップを活用した授業の効果に関して単純集
計を行った．マインドマップを活用した授業の良い点および悪い点に関する自由記述は，荒井・中
村 10）を参考に KJ 法 11）を用いて整理，集約した．まず，報告された自由記述をもとに改変することなく
ひとつずつカードにした．次にそれらのカードのグルーピングは，研究目的に鑑みて，分析作業者間で
議論を行い，同意にいたるまで吟味，検討した．グルーピングが困難な回答は，無理に他の回答群に集
約せず，そのまま独立して扱った．回答文の助詞の間違いは文章のニュアンスを失わないように最大限
の配慮をしたうえで修正した．分析作業は，健康スポーツ心理学を専門とする大学教員 1 名，健康・ス
ポーツ科学を専攻している大学院生 1 名，マインドマップの指導資格を有する大学職員 1 名の合計 3 名
で実施した．なお，本研究において分析の過程で除外した項目は存在しなかった．
結　果
1．受講以前からのマインドマップの認知度
受講以前からマインドマップを知っていた学生は 43.8% であった．マインドマップの使用度に関し
て約 9 割（87.5%）が使用していないと回答した．
2．マインドマップを活用した授業の効果
マインドマップを活用した授業の効果に関する回答を Figure 4 から Figure 9 に示す．マインドマップ
による予習は授業内容を理解する助けになったかという質問に対して，約 4 割（とても助けになっ
た　6.3%，まあまあ助けになった　31.3%）が肯定的な回答を行った（Figure 4）．マインドマップによる
予習に対してかかった時間は，平均して 1 ～ 2 時間という回答が最も多かった（Figure 5）． 現在，マイ
ンドマップを書くことは難しいと感じるかという質問には，75%（とてもそう感じる　37.5%，すこし
そう感じる　37.5%）が授業終了時にも難しいと感じていた（Figure 6）．マインドマップを活用した授業
が主体的な学びを促進したと思うかという質問には，約 4 割（37.3％）が肯定的な回答を行った（Figure 7）．
同様に対話的な学びを促進したかに関しては，約 6 割（59.4％）が肯定的な回答を行った（Figure 8）．最
後に，マインドマップを今後さまざまな場面（授業や仕事など）で活用しようと思うかについては，肯定
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的な回答と否定的な回答が同数であった（Figure 9）．
Figure 4．マインドマップによる予習は授業内容を
理解する助けになりましたか？
Figure 7．マインドマップを活用した授業はあなたの
主体的な学びを促進したと思いますか？
Figure 5．マインドマップによる予習に対して、平均
してどのくらいの時間をかけましたか？ 
Figure 8．マインドマップを活用した授業は学生の
対話的な学びを促進したと思いますか？
Figure 6．現在、マインドマップを書くことは難し
いと感じますか？
Figure 9．マインドマップを今後さまざまな場面（授業
や仕事など）で活用しようと思いますか？
3．マインドマップを活用した授業についての良い点
マインドマップを活用した授業について良い点の有効回答数は 18 であった．作業者による分析の結
果を Table 1 に示す．「イラストとかカラーペン使って書くから楽しめた」など 4 つの回答を集約して「楽
しさ，達成感の獲得」という下位カテゴリが得られた．同様の手続きによって合計 8 つのカテゴリが得
られた．それらを集約した結果，「マインドマップ活用による学修意欲の向上」「予習マインドマップか
らの気づき」「深みのある学び」「他者の意見を聞くことによる学修の深化」「汎用力の向上」という 5 つ
の上位カテゴリが得られた．
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Table 1．マインドマップを活用した授業の良い点
 1 / 2 
 
le 1 ンドマップを活用した授業の良い点 
上位カテゴリ 下位カテゴリ 実際の回答 
マインドマップ活用に
よる学修意欲の向上
（10） 
楽しさ，達成感の獲得（4） イラストとかカラーペン使って書くから楽しめた 
どうやってまとめようか考えるのは面白かった 
終わった後に達成感が得られる 
真ん中に書くのは楽しい 
 情報整理力の向上（4） 情報を簡単に整理してわかりやすく頭に入れることができると思う 
頭の中で整理されて枝分かれで広がっているのでポイントを見るだけで言葉が出てく
るのがいいと思う 
マインドマップを書くためにまず文章を理解しようとする点 
授業内容が前持って予習できたので頭の中が整理できたと思います 
 要約力の向上（2） 教科書を何回か読むことに繋がるし、要約する力が身につくと思う 
全体をまとめるので見返しやすい 
予習マインドマップか
らの気づき（3） 
予習するきっかけ（1） 予習するきっかけになった 
 
 効果的な予習方法（2） 教科書を絶対に読まないといけないので，予習には向いていると思った 
自分で教科書を読まないと描けないので教科書の内容が自然と頭に入って来るところ 
深みのある学び（3）  予習である程度深みのある学びにつながる 
自分で理解してからまとめて書き出すという点は理解が深まってよかったと思う 
課題があることで予習を必然的に行うことが出来て、更に理解していないと説明が出
来ないので理解は深まると思いました 
他者の意見を聞くこと
による学修の深化（1） 
 作るのが上手い人の発表を聞くのが、すごく勉強になった。自分が難しくてまとめき
れなかったところを、こんな風にまとめてたんだ！と発見があった 
汎用力の向上（1）  マインドマップという新しい方法を知ることができ、就活での『なりたい自分像』を
マインドマップでかくことができた 
 
 
 
 
 
 
 
4．マインドマップを活用した授業についての悪い点
マインドマップを活用した授業について悪い点の有効回答数は 24 であった．作業者による分析の結
果を Table 2 に示す．「時間がかかりすぎる．書いているうちに頭がごちゃごちゃになってくる」など 7
つの回答を集約して「時間的負担」という下位カテゴリが得られた．同様の手続きによって合計 6 つのカ
テゴリが得られた．それらを集約した結果，「予習マインドマップの負担感」「抵抗感」「効果を実感で
きない」「理解不足になる」という 4 つの上位カテゴリが得られた．
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Table 2．マインドマップを活用した授業の悪い点
 2 / 2 
 
a le 2 インドマップを活用した授業の悪い点 
上位カテゴリ 下位カテゴリ 実際の回答 
予習マインドマップの
負担感（13） 
時間的負担（7） 時間がかかりすぎる。書いているうちに頭がごちゃごちゃになってくる 
少し時間がかかりすぎる 
かなりの時間がかかる。マインドマップを書くだけで満足してしまう 
教科書は多すぎてマインドマップにすることには向いていないと思う。マインドマッ
プを書くのに時間がかかりすぎることが負担だった 
就職活動で慌ただしい時期だったので、落ち着いている時期だともう少し余裕を持っ
て課題に取り組めるのでないかと思いました 
教科書を読んでマインドマップに書き起こすという過程で、時間が掛かる点です 
私自身は、まとめるのにかなり時間がかかり、なにがポイントとなるのか理解するこ
とが難しかった 
 方法的負担（6） まとめにくい部分があった 
慣れるまでが大変だった 
めんどくさいと思った 
良かった点と合わせて、考えるのは面白かったが難しさを感じることが多々あった 
テーマが難しいときとかになると余計色分け、枝全てにおいてめんどくさい 
ややこしい内容のところはマインドマップにしても、教科書の丸写しみたいになって
わかりにくかった 
真ん中の絵はいらない。絵を描くのが苦手で切符とか貼ってる子もいたけど、そうい
うのもない人は、そこで無駄な時間がかかってしまう。 真ん中から書き出すことによ
って少し見にくくなったりした 
抵抗感（4） マインドマップに対する抵抗
感（3） 
どこが大事なのか人によって変わってしまうし、自分なりの勉強の仕方とは合わなか
った 
教科書の内容をまとめると言う点ではあまり向いていないように感じた。教科書はマ
インドマップでなく自分なりにまとめたほうが理解しやすいと感じた 
マインドマップではなく、人それぞれ記憶しやすい方法があると思う。制限されてい
なければマインドマップでも良いと思う 
 学修方法に対する抵抗感（1） 自分が理解するために作成した物をそのまま人に教えるための資料として使用するの
はどうかと感じました 
効果を実感できない
（4） 
 頭に入っているかと言われるとちょっと微妙 
あまり覚えていないことがあった… 
要点しか書いていないので分かりにくい 
書くことに一生懸命になりすぎて時間かけたわりに内容が頭に残ってない  
テスト勉強がしにくい、あとから見て、どこが重要であったかわかりにくい 
理解不足になる（2）  一人一人書いている要素に違いがあるため、本当に大事なポイントがわかりにくい 
生徒が説明することによって、項目ごとに理解の深さが変わる。あまりよく分からな
いまま終わる項目もある 
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考　察
本研究は健康・スポーツ系学生を対象に，予習としてマインドマップを活用した授業実践をもとにそ
の効果と課題について探索的に検討することとした． 
受講以前からのマインドマップの認知度に関しては，約 4 割の学生がマインドマップを知っていたも
のの実際使っている学生は 1 割程度であった．近年，義務教育課程においてマインドマップを活用した
授業実践 12）の広がりが影響していることを示している．しかしながら，現在の使用度をみてみると，
スタディツールとして日々活用するには至っていないことが明らかになった．
マインドマップを活用した授業の効果と課題に関して，学生からの自由記述の回答を中心に考察する．
本研究で得られたマインドマップを活用した授業の良い点は，言い換えるとマインドマップを活用する
ことによる効果といえる．上位カテゴリをみてみると，本研究で得られた回答は関田ら 2）が予習として
マインドマップ（予習マップとよばれている）を用いる効用としてあげている内容とほぼ共通していた．
関田ら 2）は，予習マップを使った授業の効用として，①「読む」「書く」「話す」「聞く」という四重の学
修が行われる重層的な学修，②多様な意見が生まれることを体験的に理解する，③相互評価活動による
学生の汎用的能力の向上，④コミットメントの向上，および⑤予習を前提とした授業の 5 点を挙げてい
る．これらの効用を学生自らが気づくことによって，主体的な学修態度が形成され，その結果授業外学
修時間の増加につながる．学生からの自由記述において，「深みのある学び」につながる授業方法として
あげられたことは興味深い．マインドマップは，単に教科書の内容を写すだけでは描くことが難しい．
つまり，読んで理解した内容を構造化して描くことが求められる．それに加えて授業の中で他者に説明
する作業が前提としてあるため，マインドマップを描くことが深みのある学びへとつながったといえる．
本研究で得られたマインドマップを活用した授業の悪い点は，マインドマップを活用した授業の課題
と置き換えることができる．上位カテゴリをみてみると，時間的負担や方法的負担といったマインドマッ
プを描くことの負担感に関する回答が多かった．「自分なりの勉強の仕方とは合わなかった」といったマ
インドマップに対する抵抗感や「頭に入っているかと言われるとちょっと微妙」といった効果を実感でき
ないことなども方法的負担につながっている可能性がある．学生によってはマインドマップを描くこと
による肯定的な気づきを得ることができず，イラストを描くことや多くの色を使うことが単に負担に感
じるだけだった可能性がある．矢野 8）はマインドマップを大学授業のノートテーキングの手段として活
用する効果を検証している．その結果，講義内容の理解とマインドマップに関する肯定的な評価との間
に相関があることを明らかにしている．矢野 8）の研究においても授業実践後のマインドマップに関する
感想で最も多い回答は「難しい」「慣れが必要」など本研究の負担感に関する内容と類似するものであっ
た．
先行研究と本研究から得られた知見を総合的に考えると，予習としてマインドマップを描くことにう
まく適応できた学生は，楽しみや達成感を獲得し，主体的な学びにつながると同時に，授業内容の理解
が深まったといえる．また，そのような学生は，スタディツールとしてのマインドマップの効果を体感
し，授業だけでなく，その他の活動でマインドマップを活用してみようとする意欲が高まったと思われ
る．これからの大学教育の直面する大きな目標は「生涯学び続け，どんな環境においても答えのない問
題に最善解を導くことができる能力」の育成することである 1）．そのための技術や技能として学生がマ
インドマップを身につけることは大学教育の目標を達成するための一助になる．
マインドマップを活用した授業の今後の課題として，マインドマップを描くことにうまく適応できな
い学生に対する配慮があげられる．本研究の授業実践ではマインドマップを授業終了後に回収し，提出
点のチェックと内容の確認を行っていたものの，学生のマインドマップに対するコメントやフィード
バックは行っていなかった．授業中においても教員が一人で授業運営を行っているため，学生が作成し
たマインドマップに対する描き方の指導に多くの時間を割くことができていなかった．授業を運営する
教員以外にティーチングアシスタントを配置し，マインドマップを描くことに抵抗がある学生に対して
積極的な個人サポートができるような体制作りが求められる．また，提出されたマインドマップに対す
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るフィードバックを詳細に行うことで授業へのコミットメントとマインドマップの汎用力を向上させる
ことができる．教員の授業外作業時間を増加させずこれらのフィードバックが行える方法の提案が必要
である．学習支援活動の一環として，大学内の専門部署がマインドマップを教える講習会を定期的に開
催することも有効といえる．
マインドマップを活用した効果的な授業方法の開発も課題といえる．片岡 13）はマインドマップの作
成に慣れていない段階の学生に対して，テキストの内容をまとめるためにヒントとして表を導入する効
果を検証している．その結果，マインドマップを活用した授業において表の利用は有効であることを明
らかにしている．本研究の授業実践ではイラストや色を使ったフルマインドマップを描かせることを予
習としていた．今後はマインドマップを描くことの負担感を軽減するための段階的な学習支援方略を検
討する必要がある．
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in the Networking Era：
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Abstract
This article discusses a new perspective of marketing communities, that being the application of social 
capital concepts to relationship marketing. It also considers the important role that this new marketing 
approach has in establishing and maintaining strategic competitive advantages of marketers.  As the economic 
environment has shifted from deficits to surpluses in the past few decades, consumer awareness, involvement, 
lifestyles consumer behavior and decision making process have changed simultaneously, and also marketing 
paradigm shifted from “exchange” to “relationship” paradigm.
Through the improvement of ICT （Information and Communication Technology） and widespread use of 
the Internet, marketers not only focus on existing individual customers, but also on brand communities and 
networking communities as potential customers. Interaction between marketers and customers, as well as 
brand communities connecting with outside Internet communities, is becoming increasingly important. Social 
capital is invisible and embedded in both real and virtual communities. It consists of three factors: network, 
trust and norm. Today, as the value of social networking is attracting the attention of businesses and 
administration, marketers have begun to collaborate with these networking and connecting communities. 
Consequently, brand loyalty will be improved and marketers will make stable profits through the 
collaboration and/or the co-creation with their marketing communities.
1．はじめに
モノ不足からモノ余りの社会へシフトする中でライフスタイルの変化と生活ニーズの変化がマーケ
ティングに大きな影響を与えている．また，2000 年以降急速に発展，進化を遂げたインターネットを
中心とする ICT（情報通信技術）の高度化は，人々のコミュニケーションの仕方や購買行動も大きく変
化させた．それに伴い購買決定プロセスモデルは AIDMA からインターネットを活用して情報発信する 
AISAS 型へ，そしてさらにはソーシャルメディア上の経験／体験，評価といったコンテンツ情報を通
じて購買欲求が生まれ，それをきっかけに購入，消費し，さらに共有，拡散するという Dual AISAS 型
に移ってきている．また，消費者の購買関与度が低い現在，微細なニーズを見つけて財やサービスを開
発するのでは大きなヒットは見込めず，また仮にヒットした場合でも直ぐに競合企業に模倣されてしま
い充分な収益を長期的に獲得することは難しい．このような変化によりマーケティングパラダイムは「刺
激－反応」から「交換」へ，そしてさらに「関係性」パラダイムに移行した．この関係性パラダイムでは「文
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脈（コンテクスト）」が重視されるようになってきている．
従来のマーケティングでは「企業⇔顧客」のダイアディックな関係が対象となっていた．しかし，現在
は顧客同士がつながるネットワークにより形成される「コミュニティ」に目を向ける必要性が高まってき
ているにも関わらず，これらの関係が明示されておらず，また新規顧客の獲得よりも既存顧客との関係
を強化することに主眼が置かれているのである．そこで本稿では，企業とコミュニティの関係を明らか
にする中で「マーケティング・コミュニティ」という概念を提唱し，コミュニティが有する目に見えない
「つながりの力」，すなわちソーシャル・キャピタル概念を企業と顧客の価値共創に適用する新たな関係
性マーケティングを提案したい．なお，ここで扱う「コミュニティ」は企業の提供する商品やサービスの
既存顧客と潜在顧客を含んだ最終消費市場の中に存在するものを対象としている．単なる集合体やネッ
トワークでつながっているだけではなく，相互関係（reciprocity）が存在し，連帯感に支えられたつなが
りを持っている共同体をコミュニティととらえており，インターネット上だけではなく，従来から存在
するリアルなコミュニティも含めて検討する．
ソーシャル・キャピタルが高いほどお互いを信頼し，協力的でより良いコミュニティであると言える．
現在のようにソーシャルメディアを通じて双方向でコミュニケーションを行うことができる企業環境に
おいては，このソーシャル・キャピタルを活用することで新たなマーケティング戦略の構築ができ，売
上の維持・拡大やマーケティングコスト削減による安定した収益力の向上といった競争優位の確立が可
能だと考えている．
2．関係性マーケティングの概要
第 1節：マーケティングパラダイムの変化と関係性マーケティング
モノ不足からモノ余りの時代へと変化する中，マーケティングのパラダイムは「刺激－反応」パラダイ
ムから「交換」パラダイムへ，そして「関係性」パラダイムとシフトした 1）．この関係性パラダイムの下で
展開されているマーケティングを「関係性マーケティング」2）と呼んでおり，1980 年に産業財とサービ
ス財で注目され，90 年代以降は消費財においても注目されるようになった．和田は従来の交換パラダ
イムでのマーケティングと関係性マーケティングを下記のようにまとめている 3）．
出典：和田（2014 年 P.72）
Fig.1, Differentiation between Traditional Marketing and Relationship Marketing
久保田は関係性マーケティングの登場について，「マーケティングの目的である交換活動を実現する
には，その背後に存在する「関係」にも目を向ける必要がある」とし，類似した概念に「顧客満足型マーケ
ティング」や「囲い込み型マーケティング」，そして「One to One マーケティング」が挙げられるが，顧客
満足型マーケティングは「交換パラダイム」から出ておらず，囲い込み型マーケティングは顧客の関係終
結コストを大きくする封じ込めで達成されるマーケティングであるため，必ずしも満足な状態とは限ら
ず顧客維持は可能であるが協力，協働，推奨といった関係性を維持することは期待することができない，
としている 4）．そして One to One マーケティングは ICT を活用し，データを蓄積することで個々の消
費者に個別にアプローチすることは可能であるが，企業と消費者の相互のつながりによる継続的な関係
は考慮していない 5）としている．
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関係性マーケティングの初期の研究では「顧客を創出，維持し，顧客との関係性を発展させるマーケ
ティング活動」，「顧客をひきつけ，顧客との関係性を発展，維持させること」，「相互の目的を達成する
ために，顧客との関係性を構築，維持，発展させるマーケティング活動」などとまとめられている 6）．
ここでは企業と顧客とのつながりを作り，その関係を長期に継続させることで企業が継続的，安定的な
収益を獲得することを目指したマーケティングであるが，企業と顧客の関係は B to B に留まっており，
企業と消費者，あるいは顧客との関係を検討したものではなかった．
しかし，成熟市場になると，財はその「モノ」としての機能的価値や所有価値が重視されるのではなく，
モノに付随する経験価値や体験価値といった「コト」が重視されるようになり，それが差別化要因として
注目されるようになった．消費者や顧客は，ICT の発展・高度化と企業と顧客が双方向でつながること
で以前には考えられない程多くの情報を持つようになり，その集合知を企業側に提供する「協働」や「共
創」する時代へと移っていった．顧客は自分たちが商品開発に関わることで，その企業やブランドに対
するロイヤルティが高まり，そのストーリーや体験，経験をソーシャルメディアで発信することで新た
な顧客開拓の担い手にもなっているのである．そこでは買い手である消費者や顧客は単にモノを消費す
る主体ではなく，生産や消費に参加する主体へと役割が変わったのである 7）．
インターネットの登場以降，重要な役割を担ってきているのが「バーチャルなコミュニティ」である．
それ以前にも消費者によるコミュニティは存在していた．車やバイクなどのオーナーズクラブがひとつ
の例である．このようなコミュニティはリアルなコミュニティで，お互いの顔や名前を知っているなど
特定メンバーで地域的な範囲も狭い．コミュニティによっては入会に条件があるなど閉鎖的なコミュニ
ティで，メンバー間の結束力も強く，一般的に「結束（Bonding）型」ネットワークと言われる形態が多い．
一方で，現在では，インターネット上で匿名も可能な不特定多数のメンバーがコミュニティに参加する
ことが可能となり，そのメンバーのつながりの範囲は広範である．こちらは開放的なコミュニティであ
るが，参入退出が自由なためネットワーク内のメンバー間の結束力は相対的に弱く，広くゆるやかにつ
ながった「橋渡し（Bridge）型」の形態が多い．
購買関与度が低い状況では，新規顧客の開拓はマーケティングコストがかかるが，既存顧客の維持は
相対的に少なくて済むことが経験的にわかっている．企業にとっては一度自分たちの商品やサービスを
使用，あるいは利用した人たちが他のブランドに移るのではなく，継続的に使用する，あるいは利用し
てくれることを期待する．一方で買い手は，その企業との関係（ブランドに対する期待や信頼）を深める
ことでロイヤルティが増すのである．現在の関係性マーケティングでは「顧客に取って意味ある価値を
実現するために顧客と価値を共創する」→「顧客との価値共創のために顧客との関係性を志向する」→「顧
客との価値共創の結果として，顧客との関係性が強化される」という循環の形成が求められている 8）．
単なる「取引継続」や「リピーター育成」のマーケティングではなく，顧客との深い絆による「信頼と期待
のマーケティング」「顧客にとって意味ある価値を実現するために，顧客と価値を共創し，顧客との価
値共創のために顧客との関係性を志向し，顧客との価値共創の結果として，顧客との関係性が強化され
るといった循環の形成」9）を目指している．企業と買い手である顧客との相互関係のコミュニケーショ
ンを行うことで感動や共感を通じて絆が深まり，双方が一体化していくことが求められているのである
が，関係性マーケティングでは現在，企業と顧客コミュニティの絆は充分に検討されていない．
第 2節：顧客とブランドとの関係性
モノ余り社会となり「ブランド・エクイティ」の重要性が指摘された．ここでは，イメージやロイヤル
ティといったブランドに関連する諸概念に統合的な枠組みを与え，マーケティング活動の結果としてブ
ランドという「器」の中に蓄積されていく資産的価値（＝エクイティ）を管理することの重要性が指摘され
た．その後多くの財が急速にコモディティ化する中，企業自らが創造した価値を獲得・維持するため，
経験価値に着目したブランド価値のデザインやブランド価値共創の問題，さまざまなブランド接点の設
計と管理を含む統合的ブランド・コミュニケーションの問題，そしてブランドを介した顧客との関係性
としてのブランド・リレーションシップの構築と維持に注目が移った 10）．
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このブランド・リレーションシップの構築において重要な役割を担うのがブランド・コミュニティで
ある．ブランド・コミュニティは「当該ブランドを好む人々の社会的関係から構成される，地理的な制
約を伴わない特殊なコミュニティ」，「企業との仲介的な役割を果たす，消費者の情報源として機能して
いる」，「コミュニティ内での相互作用によりメンバーに情緒的な便益をもたらす」という 3 点を特徴と
している 11）．つまり当該商品やサービスの消費，使用におけるロイヤルティ集団であるが，コミュニティ
メンバーとの一体感や仲間意識である「コミュニティの同一化（同類意識）」，コミュニティに存在する「独
自の儀式と伝統」，その他のメンバーを手助けする意識などの「道徳的責任感（規範）」があるという点で
単なる消費者集団ではないのである．
強いブランドを構築することで，消費者とブランドの長期的な関係性を築くことができたら競争市場
において優位性を獲得できると考えられているが，ロイヤルティを有した顧客がネットワークとしてつ
ながることで，コミュニティ内の結束力が高まり，さらにロイヤルティが向上するという循環を目指す
のがブランド・コミュニティである．そして，ブランド・コミュニティは，コミュニティのメンバーの
対話や参加を管理するのではなく，促進する形で企業が関わることでブランド価値向上に大きく寄与す
ると考えられるのである．そして現在，ソーシャルメディアでつながっている外部コミュニティとのネッ
トワークを構成する結節点としての役割も担うのである．そのため企業とコミュニティとのつながりを
検討することが関係性マーケティングに求められ，そこではソーシャル・キャピタルが重要となる．
3．ソーシャル・キャピタルの基本概念の整理
第 1節：ソーシャル・キャピタルとコーポレート・ソーシャル・キャピタル
ソーシャル・キャピタルとは，コミュニティ内に存在するネットワークと，そのネットワーク内の行
為者（アクター）が相互に築くつながりや関係にある「見えない力」と言える．財的資本，人的資本，物的
資本などと異なり「人々の間に埋め込まれて，目に見えない」が「他の資本と同様に，社会関係資本は生
産的なものであり，それなしでは不可能な一定の目的の達成を可能にする」という点から資本と考えら
れている 12）．
ソーシャル・キャピタルは 1960 年代以降，社会的なニーズやコミュニティ全体の生活を改善させる
潜在力として注目され，様々な領域や視点で研究されている．Macerinskine & Aleknaciciute（2011 年）は，
Bourdieu，Coleman，Putnam がソーシャル・キャピタルの主要論点を研究し，基本的概念を形作り，こ
の領域での最も重要な基盤を作った 13）としている．Bourdieu や Coleman はミクロ視点で個人のソーシャ
ル・キャピタルに注目し，Bourdieu は経済資本，文化資本に加え，3 つ目の資本としてソーシャル・キャ
ピタルを並べ，その人的ネットワークは個々人が所有し，ソーシャル・キャピタルは個人に帰属するも
の 14）としていた．Coleman は財的資本，物的資本，人的資本の 3 つに並ぶ概念として検討し，「家族や
血縁関係だけではなく，コミュニティという地縁のネットワークを含み，ソーシャル・キャピタルは個
人に協調行動を起こさせる，社会の構造や制度」である 15）とした．
マクロ視点でソーシャル・キャピタルを展開したのが Putnam である．政治におけるパフォーマンス
の違いをソーシャル・キャピタルに求め，政治の安定，経済発展にとって，物的資本や人的資本よりソー
シャル・キャピタルが重要である 16）としている．そこでは「調整された諸活動を活発にすることによっ
て社会の効率を改善できる，信頼，規範，ネットワークといった社会組織の特徴」とし，さらにソーシャ
ル・キャピタルを「結束型」と「橋渡し型」の 2 つの形態に整理した．
その後，Burt や Lin がネットワーク論の観点からソーシャル・キャピタルを考察した．Burt は，個人
のネットワークのつながりに注目し，集団のつながりの中で結合が弱くなっている「隙間」部分に橋を架
けるような関係を持っている個人に競争上有利な状態をもたらすと考え，「関係構造における個人の位
置づけによって創造される利点」17）をソーシャル・キャピタルとした．そして Lin は，Granovetter の「弱
い紐帯の強さ」18）とソーシャル・キャピタルとを結びつけ，「社会的なつながりを通じて到達できる資
源として「人々が何らかの行為を行うためにアクセスし活用する社会的ネットワークに埋め込まれた資
源」19）と定義している．また Adler & Kwon は「社会／階層／市場との関係」と「内部でのつながり／外部
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とのつながり（あるいはその両方）」という視点からまとめ，ソーシャル・キャピタルを検討した．その
中で「ソーシャル・キャピタルは，個人同士あるいはグループが役立てることができる好意，善意である．」
とし，「ソーシャル・キャピタルの効果はアクターに役に立つような情報，影響力，連帯や結束からも
たらされる．」20）とした．これらの現代的な捉え方から Putnam 以降，「信頼・規範・ネットワーク」の 3
つが重要な構成要素として抽出されている．
ソーシャル・キャピタルは現在，社会学，経営，経済，政治，市民活動などさまざまな分野において
研究され，その重要性が認められている．経営分野においては「企業内の人と人の間の互恵関係，協力
関係」「企業の不祥事による影響」「企業／組織業績への影響」「組織内部のメンバー間での知識移転」「イ
ノベーションやビジネスプロセスとの関係」「企業間の戦略提携との関係」などミクロとマクロの中間の
メゾレベルの視点となる．多くは社内ネットワークや企業間，組織間コミュニティを対象としたものが
中心となっており，これらを「コーポレート・ソーシャル・キャピタル」21）と呼んでいる．コーポレート・
ソーシャル・キャピタル研究は始まったばかりでマーケティング，特にブランド・コミュニティに関す
る研究は充分に行われていないのが現状である．
ソーシャル・キャピタルが豊かな企業は生産性が高いことを検証し，これらへの注目や関心を高めた
研究に Cohen & Prusak がある．彼らは企業にとってのソーシャル・キャピタルの機能やそれへの投資，
その投資からの期待されるリターンについて検討する中で「ソーシャル・キャピタルは，人々のあいだ
の積極的なつながりの蓄積によって構成される．すなわち，社交ネットワークやコミュニティを結びつ
け，協力行動を可能にするような信頼，相互理解，共通の価値観，行動である」22）と定めている．また
安田は「企業そのもの，そして企業活動に関わる人々が形成する関係，つながりが持つ力を，コーポレー
ト・ソーシャル・キャピタルと呼ぶ」とし，「これは，目に見えず，直接測定することもできないが，上
手に活用できれば，最強の武器になる」23）と主張している．企業と顧客のコミュニティには見えないつ
ながりや絆が存在し，マーケティング領域においてもソーシャル・キャピタルを活用することが可能で
あり，その効果が今後期待されると考えている．
第 2節：バーチャルなコミュニティの出現
現在，既存のリアルなコミュニティとは異なった新たなコミュニティが生まれている．インターネッ
トの出現とソーシャルメディアの普及により，リアルでは考えられない空間的な拡がりをもつバーチャ
ルなコミュニティで，「インターネットコミュニティ」や「ネットコミュニティ」と呼ばれるものである．
インターネット登場以降，このバーチャルなコミュニティの活用に向けて，新たな仕組みやアイデア，
そしてアプリケーションなどが次々と生み出されている．
安田は「コミュニティは多義的な概念であるが，一定の地域の住民がその地域の風土的個性を背景に，
その地域の共同体に対して特定の帰属意識を保ち，自身の政治的自立性と文化的独自性を追求するもの」
で，「コミュニティを支えているのは，特定の地理的な範囲すなわち地域性と，人々の間の共通の関係
と相互作用による共同性」24）とした．また，木村は「情緒的親密さを含んだ長期継続的，安定的関係を
形成するつながり」25）としている．コミュニティの構成要素としては①複数の構成メンバー，②共通の
目標・関心事でのつながりと相互関係，③一定の地理的範囲を伴う，とまとめられる．
一方，インターネット上のバーチャルなコミュニティは，地縁や血縁，職場などのリアルなつながり
とは異なり，「顔が見えない」「匿名性」「参入退出の自由度が高い」「つながりの範囲が広い」などの特
徴 26）が挙げられるが明確な定義はない．そこで本稿では「インターネットのアプリケーションやツール
を通じて形成された共通の目標や関心ごとを有する人と人あるいはグループ，グループとグループなど
バーチャル空間で相互関係のあるつながり」と定める．
現在では知りたい情報のほとんどはインターネット上に存在するといっても過言ではなく，商品や
サービスなどの情報もインターネット上に溢れている．また，自ら情報発信やネットコミュニティで交
流を行うなど，利用形態が変わってきている（Web1.0 から Web2.0 へのシフト）．今やインターネットは
多くの人にとって「情報インフラ（基盤）」であり「コミュニケーションインフラ」なのである．Milgram の
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「6 次の隔たり」や，Watts and Strogatz による「スモールワールド・ネットワーク」，そして先の「弱い紐帯
の強い力」といったネットワーク理論からもソーシャルメディアや SNS の共有・拡散力を理解すること
ができ，ソーシャルメディアを介して情報が一気に拡がる環境にある．そのため企業は，今ではマスメ
ディア以上の影響力のあるソーシャルメディアを利用することで新たな関係を構築しようとしているの
である．
しかし，バーチャルなコミュニティは匿名での参加が可能で，かつ参入退出が容易である．それ故，
責任，誠実性，そして互酬性の発達は難しいとされており，これらがインターネット上のコミュニティ
における大きな課題と考えられている．インターネット上のコミュニティのソーシャル・キャピタルに
ついて Putnam はコミュニティ内では非言語的なコミュニケーションが重要であり，インターネットは
文字が中心であるため情報が少なく，相手が正しく情報を捉えない可能性を指摘し懐疑的であった 27）．
しかしながら，この当時は現在のような ICT の進化は想像し難く，その後，動画など非言語的コミュ
ニケーションを補完する様々なアイデアやアプリケーションが登場したことでコミュニティを取り巻く
環境は大きく変わった．
インターネット上のコミュニティでのソーシャル・キャピタルの醸成は必要不可欠であり，バーチャ
ルなつながりであるからこそ「信頼」の構築と「規範」の醸成が重要となると考えられる．このネットワー
クの可能性に向け，いかにしてソーシャル・キャピタルを醸成するかを検討することが重要であると考
えられる．現代は，バーチャルなコミュニティ上でネットワーク化された非常に多くの人々が情報を収
集，伝達し，皆で力を合わせて課題解決策，アイデア，仕組みを検討して実践するような「知識」や「情報」
が非常に重視される社会である．それら多くの知識や情報，ノウハウを共有，蓄積し，活用することが
できる環境にある．従来からあるリアルなコミュニティに新たなインターネット上のコミュニティが加
わり，それらが有機的につながることでさらにコミュニティの可能性が高まり，これこそが知識経済あ
るいは知識社会におけるイノベーションの源泉だと考えている．
4．関係性マーケティングへのソーシャル・キャピタル概念の適用
第 1節：協働・共創とマーケティング・コミュニティ
関係性マーケティングにおいてソーシャル・キャピタル概念を適用するには，企業とコミュニティの
つながりという「ネットワーク関係」の存在が必要条件である．従来，企業にとっては自分たちの商品や
サービスを購入し，使用・利用してくれる「顧客」が重要であった．しかしながら現在のように社会課題
の解決に企業の経営資源を活用する時代においては顧客ではなく，外部ステークホルダーも企業にとっ
て重要になってきている．そのような人たちもインターネットなどを介して企業やブランド，そしてコ
ミュニティと常時つながっており，ソーシャルメディアを通じて商品やサービスの開発や消費プロセス
に参加し，推奨するからである．その意味で，企業にとってのブランド・コミュニティだけではなく，
企業やブランドに関連するリアル，バーチャル両方含むすべてのコミュニティを対象にマーケティング
を行う必要があるのである．
このような中，企業にとって重要なのは顧客との関係性をより強化するための「協働」と「共創」である．
サービス・ドミナント・ロジック（以下 SD ロジックと表記）では「顧客は常に価値の共創者である」とし
ており，「共同生産」と「共創」の 2 つの構成要素を挙げている 28）．本稿での「協働」「共創」は SD ロジッ
クでの要素と同義であり，生産から購入後の消費において顧客は企業が提供した価値をそのまま受け入
れるのではなく，消費や使用プロセスに参画する．その様々な接点で共創する体験から得られる便益に
価値を見出すと考えている．
ここで「協働」とは企業内部だけでは解決や発見できない事象に対して，外部の知識や人材を活用する
ことで解決，発見するためのアイデア，方法論を導きだすことである．このような開発プロセスに参加
することで顧客は自らが関わった商品が市場に出ることに対し，満足感や優越感といった心理的な価値
を得て，さらなるロイヤルティ意識が形成されるのである．企業にとって結束型ネットワークのブラン
ド・コミュニティだけではなく，緩いつながりの橋渡し型ネットワークのコミュニティとつながること
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で，恊働プロセスにおいて新たな発想，アイデアを得られる可能性が高まるのである．
「共創」は先の「恊働」を含め，顧客の購買前から双方向的な参加を促し，購買後も企業と顧客の双方が
財やサービスに関してさまざまなやり取りを行う「文脈（コンテクスト）」が価値を作り上げて行くという
ことである．この文脈価値では顧客自身の経験や体験が重視されるため，企業側がコントロールするこ
とはできず，顧客自身がその価値の良し悪しを判断することになる．Lusch and Vargo29）は「文脈価値」を
重視することが SD ロジックの特徴であり，そこではダイアディックな企業と顧客だけではなく，メゾ
レベルのコミュニティに拡大して検討することも示唆している．本稿では当該ブランドに対するロイヤ
ルティを有するブランド・コミュニティ（顧客コミュニティ）及びそのコミュニティとつながっている
ネットコミュニティなど，マーケティング活動の対象となりネットワークでつながっているリアル，バー
チャル全てのコミュニティをメゾレベルとしての「マーケティング・コミュニティ」と定める．
従来の関係性マーケティングでは新規顧客の獲得よりも，購入経験のある既存顧客の維持管理に主眼
を置いている．現在のようにソーシャルメディアでの情報が認知や購買意向に大きな影響を与えている
状況においては，既存顧客から発信される情報が新規顧客の獲得にも非常に重要な役割を果たしている
のである．ソーシャルメディアを通じて一気に情報が共有，拡散され，ブランド・ネットワーク内だけ
ではなく，その外部にあるネットワークにも伝播する．その中で当該ブランドに対して興味関心を持ち，
購買に向かう可能性が出てきている．インターネット登場以前はブランドの想起集合からファネル構造
の中で絞り込むリニアな情報処理プロセスであったが，最近は購買直前のソーシャルメディアからの情
報により購買ブランドを決定することが増えている．その意味でも既存顧客だけではなく，マーケティ
ング・コミュニティ内でつながっているリアル，バーチャル双方を含むネットワーク全体のアクターを
文脈価値のプロセス中に取り組む必要が出てきているのである．先の恊働，共創に加えて，そのマーケ
ティング・コミュニティ内のアクターが企業の商品開発や SNS を通じた情報を発信し，それにより新
たな顧客開拓も行うのが新たな関係性マーケティングであると考えている．企業はマーケティング・コ
ミュニティ内のアクターと価値を共創することで企業にとっての LTV（Life Time Value：顧客生涯価値）
を高めるのである．下記は新たな関係性マーケティングにおける企業とマーケティング・コミュニティ
の関係を示す概念図である．
 Fig.2, Conceptual Diagram of Marketing Community
筆者作成
第 2節：マーケティング・コミュニティとソーシャル・キャピタル
マーケティング・コミュニティを対象とした新たな関係性マーケティングであるが，ここにソーシャ
ル・キャピタル概念が必要になる理由のひとつは，従来の B to C 型の関係ではなく，B to C to C 型や B 
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to C with C 型のつながりに変化している，ということである．顧客だけではなく顧客とつながっている
人たちとの「ネットワーク」に企業やブランドに対する友愛感・愛着感・自己同一感などの絆によるお互
いの「信頼感」，そしてマーケティング・コミュニティ内に「規範」が存在しているのである．
新たな関係性マーケティングにおけるソーシャル・キャピタルの構成要素の中でもっとも難しいのが
マーケティング・コミュニティ内の「規範」である．Putnam の規範は「互酬性の規範」であり，互助や互
恵といった直接的返礼を中心とした相互関係を指している．直接的返礼はリアルなコミュニティにおい
ては可能であるがインターネット上のコミュニティはリアルなコミュニティに比べ広範であり，匿名性
で参入退出が自由であるため行うことは難しい．また，ブランド・コミュニティ内の顧客は自分が開発
に関わったことやその商品が多くの人たちに喜んでもらえることに意義を感じて参加していることが多
く，直接的な返礼を期待しない．その意味で，相互で利益を分け合うことや相互扶助関係という意味の
「互酬性の規範」が成立しにくい．
そこで重要になると考えられるのが「恩送り（Pay forward）」と呼ばれる「間接互恵性」という規範であ
る．ここで恩送りとは，今日与える者が明日の受け手になる可能性が高いことを想定し，いずれその利
得がめぐりめぐって自分に戻ってくる，いわゆる「情けは人のためならず」の考えである．
ソーシャルメディアでの「いいね」の評価やリツイートはインターネット上での返礼のひとつと考えら
れる．自分の行為に対して他者が「共感」し，新たな顧客に対して恩送りを行えば多くの人たちに広がる
のである．その結果，直ぐに返礼が無くとも，いずれ他の人から恩恵（利得）を得ることが期待できる可
能性が高くなる．そして間接互恵性が高まると信頼も高まると考えられている．
このようにソーシャル・キャピタルの重要な構成要素である「ネットワーク」，「信頼」，恩送りという
「間接互恵性規範」が三位一体となることでより良くより強いマーケティング・コミュニティが形成され
ることになり，それが競合との差別化につながり，競争優位を生み出すと考えるのである．
5．まとめと今後の課題
本稿は，関係性マーケティングにソーシャル・キャピタル概念を適用するための出発点としてまとめ
たものである．刺激－反応パラダイムから交換パラダイムを経て関係性パラダイムへマーケティングが
変わる中，企業とマーケティング・コミュニティのメンバーが協働・共創を行うことで単なる「取引継続」
や「リピーター育成」のマーケティングではない価値共創視点の新たな関係性マーケティングを提案し
た．そこではマーケティング・コミュニティにおけるリアルとバーチャル双方の「ネットワーク」，そし
てマーケティング・コミュニティ内でのメンバー間の「信頼」，そして協調行動や協働，共創における「規
範」が重要となり，ソーシャル・キャピタル概念の適用が求められると主張した．ソーシャル・キャピ
タルが高いコミュニティは強い絆で結ばれ，企業の場合，マーケティング・コミュニティのソーシャル・
キャピタルの高さが競争優位の確立につながると考えている．
今後の課題として，どのような要因で顧客は企業やブランドとの共創の関係を構築しようと動機づけ
られるのか，あるいはその関係を維持しているのかについての分析が必要であり，また，ソーシャル・キャ
ピタルをどのように測定するかという問題がある．そして最終的にはソーシャル・キャピタルをどのよ
うにマーケティング戦略の策定や実施の際に活用するのかという実務上の課題も残されている．今後は
上記の問題や課題の解決とモデル化に向けてデータの収集と分析を実施し，マーケティング実務への応
用を検討したい．
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Abstract
The field of computer programming education has attracted much attention in Japan. In many countries, 
computer programming education is now seen as an essential part of the school curriculum form elementary 
through high school. To meet the increasing demand, schools and companies are offering computer 
programming. Furthermore, elementary school programming education in Japan will be compulsory in 2020. 
To meet the growing demand, the author conducted a two-day programming workshop for junior high school 
students in July 2016 and August 2017. This paper describes the program composition of the workshops and 
the results. In the first-year workshop, the visual programming language “Scratch” was used and lectures on 
“computers” and “programmers” were given before and after the Scratch lesson. In the 2nd-year workshop, 
the lectures were given on three keywords, VR/AR , IoT, AI, which have become hot topics in recent years. 
After the VR/AR session and the AI session we discussed those topics among the students. For the IoT 
session, a programming course on the microcontroller board “micro:bit” was implemented. Furthermore, this 
paper considers prospects of programming workshops for future programming education at elementary 
school level.
1．はじめに
IoT（Internet of Things）によって収集されたビッグデータを人工知能で分析・活用するという次世代の
高度情報社会の基礎が形成されつつあり，それに伴う情報セキュリティへの要望の高まりも重なって，
IT に対する需要は中長期的に増加すると見込まれている．プログラミング教育をグローバルに展開す
る非営利団体 Code.org は 2020 年にはアメリカ国内の IT 人材が 100 万人不足すると予測（2014 年時点）
しており，日本国内でも 2015 年時点で 17 万人の IT 人材が不足しており，このままいけば 2030 年には
59 万人の IT 人材が不足すると懸念されている 1）．
そのような背景からプログラミング教育に注力する動きが世界的に活発化しており，イギリス・ハン
ガリー・ロシア・インド・フィンランドでは初等教育にてプログラミングを含んだ情報教育科目が必修
化されている．アジア圏に絞っても，前期中等教育（中学校）で香港が必修科目，韓国・シンガポールが
選択科目，後期中等教育（高校）では上海が必修科目，韓国・シンガポール・香港・台湾が選択科目とし
てプログラミングを含む情報教育科目が設定されており 2），2017 年現在では更に推し進められている
と推測される．
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それに対して日本では，前期中等教育の技術・家庭科の中に「情報に関する技術」が含まれるもののプ
ログラミングに触れる時間は 3 年間で 10 時間未満という学校が多く，後期中等教育の科目「情報」でも
プログラミングを扱う「情報の科学」を選択する生徒は 2 割程度に留まる 3）．この状況を打破するため，
文部科学省が 2017 年 3 月に公示した新学習指導要領の中ではプログラミング教育が重視され，特に小
学校でのプログラミング教育の必修化が話題となった．総務省は若年層に対するプログラミング教育の
普及推進事業（2016 年～）や「次世代学校 ICT 環境」の整備に向けた実証事業（2017 年～公募開始）を展開
し，経済産業省でも若年層を対象としたプログラミングコンテストを企画・支援するなど，文部科学省
と足並みを揃えてプログラミング教育を推進している．
また，現行学習指導要領の穴を埋める形でプログラミング教室やワークショップなどを展開してきた
企業や非営利団体も，総務省や経済産業省の事業と連携したり，これからプログラミングを教えること
になる教師を対象としたセミナーを開催するといった新たな動きをみせている．地域連携活動の一貫と
してプログラミングワークショップを実施している大学や大学教員としても，新学習指導要領に則した
形で内容を再度吟味する良い機会といえよう．
中学生を対象としたプログラミングワークショップに 2016 年から関わりはじめた筆者は，こうした
プログラミング教育を取り巻く変化の流れを当初から受けており，小学校のプログラミング教育必修化
も見越してその内容を検討してきた．本稿では，筆者が実施した 2 回のワークショップの事例について
その経緯を含めて紹介つつ，新学習指導要領の要点と課題を踏まえたこれからのプログラミングワーク
ショップについて考察する．
2．国内のプログラミング教育の動向
2.1. 新学習指導要領におけるプログラミング教育の位置づけ
2017 年 3 月に公示された新学習指導要領からプログラミング教育に関する部分を抜粋してまとめて
おく．ただし，高等学校の新学習指導要領の公示は 2018 年であるため，中央教育審議会における答申
に基づいている 4）．新学習指導要領は，小学校では 3 年間の周知・移行期間を経て 2020 年より全面実施，
中学校では 2021 年より全面実施，高等学校では 2018 年に公示されて 2022 年より年次進行で順次実施
される予定である．
まず，小学校の学習指導要領にプログラミングが明記されたことが最大の変化である．小学校で育成
すべき資質・能力として，言語能力と問題発見・解決能力に並んで “ 情報活用能力 ” が掲げられ，「児
童がプログラミングを体験しながら，コンピュータに意図した処理を行わせるために必要な論理的思考
力を身に付けるための学習活動」を計画的に実施するよう指示されている．ただし，その目的はあくま
でも “ プログラミング的思考 ” を養うことであり，特定のプログラミング言語のコーディングを学ぶこ
とではないと補足されている．プログラミング的思考とは，「自分の意図する一連の活動を実現するた
めに，どのような動きの組み合わせが必要であり，一つ一つの動きに対応した記号をどのように組み合
わせるとよいのか，記号の組み合わせをどのように改善していけば意図した活動により近づくのか，と
いったことを論理的に考える力」とされており，職業に依らず普遍的に求められる力を育むことが意図
Figure 1　プログラミング教育で利用されているソフトウェア・ハードウェア
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されている．とはいえ，指導要領に「プログラミングを体験しながら」という文言が含まれていることか
ら，なんらかの形でコーディングにも触れることは確かである．
中学校の学習指導要領では，技術・家庭科の指導内容の「情報に関する技術」という項目が「情報の技術」
に刷新され，そのなかで「生活や社会における問題を，ネットワークを利用した双方向性のあるコンテ
ンツのプログラミングによって解決する活動」を行うよう指導されている．現行の指導要領ではプログ
ラミングに関する記述は「コンピュータを利用した計測・制御」のみであったため，中学校でもプログラ
ミング教育が強化されていることがわかる．
高等学校の学習指導要領（改訂案）では，科目「情報」において，「社会と情報」と「情報の科学」の選択必
修から，「情報 I」が必修，かつ，「情報 II」が選択という形に変わる．現行では「情報と科学」のみにプロ
グラミングが含まれ，「社会と情報」を選択した生徒はプログラミングに触れずに卒業する．一方，改定
案の「情報 I」にはプログラミングが指導内容に含まれており，共通必修科目であることから全員がプロ
グラミングに触れることになる．大学受験に関わりの薄い科目であることから形骸化の指摘もあった科
目「情報」であるが，社会的需要の高まりと新学習指導要領の実施をきっかけに良い方向に変わっていく
ことが期待される．
2.2. プログラミング教育に使用されるソフトウェア・ハードウェア
国内の初等・中等教育（小学校～高等学校）のプログラミング教育で利用されている代表的な技術・ツー
ルをまとめておく（Fig. 1 参照）．
まず，教育用プログラミング言語の代名詞といえるのが「Scratch」である．Scratch は MIT メディアラ
ボで開発されたプログラミング言語学習環境であり，プログラミングの命令などを表したブロックをマ
ウスで操作して組み合わせることでコーディングしていく．楽しくわかりやすいインタフェース，
Flash Player のインストールされたブラウザを用意するだけで実行環境が整う手軽さ，制作した作品を
共有する巨大なオンラインコミュニティなど，教育のためのプログラミング学習環境として非常によく
デザインされている．2017 年中には Flash Player が不要となる Scratch 3.0 が登場する予定である．
Scratch のようなタイプのプログラミング言語は “ ビジュアルプログラミング言語 ” と呼ばれ，教育
用途に数多く開発されている．国内では文部科学省が開発・提供している「プログラミン」があり，
Scratch をベースにして命令ブロックをキャラクタライズするなど親しみやすさを増す工夫がされてい
る．また，より本格的なテキストベースのプログラミングに連続的に繋がらないというビジュアルプロ
グラミング言語の欠点を補うものとして「Google Blockly」がある．Blockly は Scratch と同様にブロック
ベースのインタフェースを持ちつつも，JavaScript によるコーディングと相互に切り替えることができ
るため，命令ブロックによるプログラミングとテキストベースの本格的なプログラミングを容易に比較
することが可能である．Blockly のようなデュアルインタフェースを持つビジュアルプログラミング言
語は最近の主流であり，Scratch 3.0 も Blockly をベースとして開発が進められている．
プログラミング＝ソフトウェアというイメージを持つ人も多いが，IoT にみられるように，マイクロ
コンピュータ（マイコン）を介して物理的なモノをプログラミングで制御することも容易になってきた．
このようなモノのプログラミングは “ フィジカルコンピューティング ” と呼ばれ，「プログラミングを
体験する」という小学校の新学習指導要領とも非常に親和性が高い．以前は，マイコンのプログラミン
グといえば敷居が高く，電気・電子回路の知識も必要だったが，シンプルでわかりやすい無料の開発環
境やはんだ付け不要のセンサなどが使える Arduino というマイコンの登場を皮切りとして，中等教育の
生徒にも十分に使えるマイコンが数多く登場している（Arduino 互換で同じ開発環境が使えるものも多
い）．また，2016 年にはイギリスの 7 年生（11・12 歳）のすべての子どもに「micro:bit」というマイコンが
無料で配布され，学校のプログラミング教育で用いられている．micro:bit では JavaScript Block Editor な
どのビジュアルプログラミング言語が使用できるため，初等教育でもフィジカルコンピューティングを
体験することができる．
ビジュアルプログラミング言語が使えるフィジカルコンピューティングとしては，レゴの「マインド
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ストーム」が先駆的な存在だが，価格が高い上に開発環境の使い勝手が悪いこともあって，日本の初等・
中等教育では使いづらい．しかし近年，マインドストームより廉価で使いやすい類似製品が続々と登場
しており，予算に比較的余裕のあるワークショップやプログラミング教室などでは良い教材となろう．
代表的なものとして，ソニーの「KOOV」，韓国 robotron 社の「ROBOTAMI」，中国 Makeblock 社の「mBot」
などがある．最近登場した製品はいずれも Blockly をベースとしたビジュアルプログラミング言語を備
えており，初等教育の生徒でも使用できる．また，こうした動きに対してレゴも「Wedo 2.0」や「BOOST」
といった廉価な製品を出してきており，このジャンルのデファクトスタンダードが何になるか先はまだ
読めない．
3．四條畷学園中学校プログラミングワークショップ
3.1. 経緯
2016 年 2 月，「ココロコミュ」という私立の中学校・高等学校の情報サイトを運営している株式会社
サン・ロワ 5）の池側慎治氏と辰巳彰人氏より，四條畷学園中学校でのプログラミングワークショップの
講師の依頼を受けた．承諾の後，四條畷学園中学校の平野養一教諭も打ち合わせに加わり，計８時間の
カリキュラムとして，毎週もしくは隔週の土曜日を使って比較的長期間に渡って実施する案と，夏休み
に短期集中で実施する案を検討した．最終的に，夏休みの 2 日間を使った短期集中型のワークショップ
として実施することになった．
当初より「他にないワークショップにしたい」ということで，企業が展開するプログラミング教室と違
い、大学教員が講師である点を活かすことを考えた．具体的には，プログラミング体験だけでなく，IT
に関する最新トピックを研究者の視点でまとめた座学を含めることにした．中学生にもわかるように平
易に解説しつつ，大学の講義の雰囲気も少し味わってもらおうという意図である．また，大学主催のワー
クショップとは異なり，開催場所を中学校のコンピュータ教室とした．参加者を同じ中学校に限定する
ことで学校側から細やかなサポートを受けることができ，担任やクラブ活動の先生も会場に気軽に顔を
出せるなど，アットホームな雰囲気を生み出すことができる．
Figure 2　2016 年度プログラミングワークショップの様子
3.2. 2016年度ワークショップ
中学生対象のプログラミングワークショップは筆者も初めてだったため，2016 年度は手堅く Scratch
を使用することにした．Scratch の講習と作品制作に全体の 3/4 を充て，残りの 1/4 を IT に関する座学
とした．１日目は序盤にコンピュータとプログラミングに関する座学をして，残りの時間で Scratch を
実際に触ってみながら使用方法を解説した．2 日目は冒頭から作品制作を各自のペースで進めてもらい，
全員の作品を教室のスクリーンに表示して発表してもらった．その後，IT に関する最新トピックの動
画を見せてそれを解説する形で座学を実施した．参加者数は 17 人（2 日目はクラブ活動で抜けて 14 人）．
Fig. 2 にワークショップの様子を示す．なお，プログラミング講習時のアシスタントとして筆者のゼミ
に所属する大学生に各日 3 人ずつ参加してもらった．
D10315_70002052_5尾関基行.indd   40 2018/02/27   18:22:39
中学生対象プログラミングワークショップの実践とその動向
－ 41 －
2 日目のプログラミング作品のテーマは「動く紙芝居」とし，1 日目と 2 日目の間にワークショップの
ない日を 1 日挟むことで自宅でも作品の検討や制作ができるようにした．動く紙芝居というテーマは
2015 年度の本学共通科目「Scratch によるゲーム作成演習」やオープンキャンパスの模擬講義で幾度か取
り上げた経験があるが，手順に沿って進めていけば誰でもオリジナル作品を完成させることが可能で，
やる気や理解力のある人はさらに複雑なプログラムに挑戦することもできる．初めてプログラミングに
触れる中学生が取り組むテーマとして最適であろうと判断したが、結果からも妥当であったといえる．
なお，動く紙芝居の背景にする写真は生徒たちが自ら用意してくることを想定して告知していたが，
生徒たちをよく知る平野教諭が機転を利かせ，学校の施設やイベントの写真を予め集めて共有ディスク
に保存しておいてくださった．平野教諭のこの判断は的確であり，ワークショップの前や中一日の間に
写真を用意してきた生徒はいなかった．こうした細かい配慮が他にも随所にみられ，ワークショップを
学校側で実施する利点を実感することができた。
ワークショップは概ねうまくいき，参加した生徒たちからの評判も上々であったが，いくつか課題も
みえた．まず，一斉演習ではこちらの指示した範囲外にまで勝手に進めていく生徒が多く（ほぼ男子），「一
つのプログラムを作り上げる過程を分割して順番に教えていく」という定番の教示方法がまともに機能
しなかった．この年のワークショップでは，軌道修正が効かないところまで勝手に進めてしまった生徒
には個別にアシスタントをつけてフォローした．また，全員がプログラミング未経験者であるにも関わ
らず，プログラミングの理解力に大きな差があった．よく理解している生徒は好きに進めさせたが筆者
の説明を聞いていないことも多く，あとから基本的な部分で躓く様子もみられた．
一方，良い意味でこちらの予想を上回ることもあった．中学生には難しい内容かと心配した座学は，
画像や動画を見せながらの講義だったとはいえ，ほとんどの生徒が最後まで集中して聞いていた．また，
Scratch の一斉演習の際，事前に準備していた順序が崩れたため，その場で課題を考案して口頭で伝え
ていったが，曖昧な部分について各自でその意図を解釈して柔軟に取り組んでいるように見受けられた．
プログラミングの理解力に差があると述べたが，いずれの完成作品も条件分岐や繰り返しなどの技術が
きちんと使用されており，2 時間強の一斉演習と個別サポートだけでここまで到達できるということに
中学生の可能性を感じさせられた．ちなみに，このワークショップの内容は前述の共通科目「Scratch に
よるゲーム作成演習」の 3 回分（4.5 時間）にあたり，およそ 2 倍の速度で進めたことになる．
3.3. 2017年度ワークショップ
ひとまず単発の企画として実施された四條畷学園中学校プログラミングワークショップであったが，
幸いなことに中学校側から好評を頂き，2017 年度も実施することとなった．時期や期間は 2016 年度と
同様であるが「他にないワークショップにしたい」という思いは双方にあり，内容を改めて検討した．世
の中の技術的な動向から考えてフィジカルコンピューティングを採り上げるのがよいと思われたが，予
算が限られていることもあって調査を必要とした．2.2 で紹介した物理ブロックとセンサ・モータのキッ
ト製品（ソニーの KOOV など）が使えるとよいのだが，高価であったり，プログラミング講習会と抱き
合わせになっていたりするので，非営利の小さなワークショップではなかなか採用できない．Arduino
などのマイコンは廉価だが，使用できるプログラミング言語が標準ではテキストベースとなり，専用の
物理ブロックも存在しないため，センサなどを固定する工作も必要となる．中学生を対象とした２日間
のワークショップで扱うのは難しい．
以上のような検討を経て，我々が最終的に選んだのは micro:bit である．イギリスの非営利団体
Micro:bit 教育財団 6）が普及を推進しており，イギリスでは子どもたちに無料配付されたほか，世界中の
教育機関で採用されている．日本では技適マークの取得の関係で発売が遅れ，無線通信デバイスを交換
した chibi:bit という互換ボードが先行発売されていた．我々も当初は chibi:bit を使ったワークショップ
を計画していたが，micro:bit が 2017 年の 8 月 5 日に国内販売を開始したため，正式版に切り替えた．
余談であるが，8 月 5 日の国内販売は Maker Faire 2017 というイベントの会場で行われ，会期の 2 日間
とも開始 1時間後には売り切れていた．Maker Faire 2017に参加していた筆者は，2日目の開始直後にブー
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スに並び，ワークショップで使用する 6 個の micro:bit を入手した．国内で販売される micro:bit はその
後しばらく品切れであったため，我々が 8 月 28・29 日に実施したプログラミングワークショップは，
国内で初めて micro:bit を使って実施されたワークショップの一つであろう．
micro:bit を選択した理由は次のとおりである．まず価格が 2,160 円とマイコンとしても廉価である上，
ボード上に 5 × 5 の LED，2 個のボタン，加速度センサ，明るさセンサなどが最初から搭載されており，
micro:bit 単体でもフィジカルコンピューティングが体験できる．実際，2017 年度のワークショップは
micro:bit のみを用いて実施している．さらに，スピーカやモータなど他のデバイスを接続して使用する
ことができ，Bluetooth で複数の micro:bit を無線で連携させることも可能である．プログラミングには
ビジュアルプログラミング言語 JavaScript Block Editor が利用できる他，Python などの本格的な言語で
も開発が可能であり，Android や iOS のアプリも用意されている．拡張性・将来性を考えると，初等・
中等教育向けマイコンボードとしては現時点で最も有望な選択肢であると考えられる．
Figure 3　2017 年度プログラミングワークショップの様子
前年と同様，2017 年のワークショップも座学とプログラミング講習を組み合わせて構成した．前述
の Scratch から micro:bit への切り替えに加えて，座学の配分を 1/4 から 1/2 に増やした．座学では VR/
AR・IoT・AI の三つのトピックを取り上げ，それぞれ 1.5 時間・0.5 時間・2 時間を割り当てた．VR/
AR と AI のセッションの終わりにはグループディスカッションをしてもらい，その内容を発表しても
らった．IoT セッションは全 4 時間を確保し，座学を除く 3.5 時間のうち 1.5 時間は micro:bit のプログ
ラミング講習，残りの 2 時間を作品制作に充てた．前年度の Scratch と比較するとプログラミングに充
てる時間が短く，繰り返し制御については全体では説明せず個別対応とした．ワークショップの参加者
は 19 名．Fig. 3 にその様子を示す．また，2017 年のワークショップについては，主催するサン・ロワ
が本ワークショップの様子をウェブサイトにもまとめている 7）．前年と同じく，アシスタントは筆者の
ゼミに所属する大学生が各日 3 人ずつ参加した．
まず，座学を実施した感触であるが，前年の座学から時間を倍増したにも関わらず，ほとんどの生徒
が話を最後まできちんと聞いており，数人の生徒は非常に興味を持って聞いているようであった．座学
とはいっても動画を見せては解説していくというスタイルなので，内容が比較的高度であっても飽きず
に受講できたと考えられる．しかし，一部の生徒はプログラミングがやりたくて参加したという感じで，
「これからプログラミングを始める」と宣言するとガッツポーズする生徒もいた．近年の学校教育ではグ
ループディスカッションも珍しくないと思っていたが，あまり慣れた様子はなく，議論を始めるまでに
大人の介入を要したり，面白いことを話し合っていたのに発表では無難な内容に変わっていたりする傾
向がみられた．しかし 2 日目の時点で早くも改善されつつあったので，こうしたワークショップなどを
通してグループディスカッションの経験を積めばぐんぐん伸びていくと予測される．
次に，micro:bit を用いたプログラミング講習であるが，前年の反省を踏まえて，一つのプログラムを
作成する過程を分割して課題にするのではなく，互いに独立した小さな課題を与えていく方針をとった．
指示した範囲を越えて進めてしまう生徒が今年も何人かいたが，課題に連続性がないため，途中で切り
上げさせて速やかに次の説明や課題に移ることができた．micro:bit は 4 人グループに 1 個ずつ配布して
共用してもらったが，プログラミングに使用した JavaScript Block Editor には micro:bit のシミュレータ
がついており，micro:bit が無くてもシミュレータで動作確認しながら作業を進めることができる．最後
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のプログラミング作品では具体的なテーマを指定せず，何か面白いものを自由に制作するよう伝えた．
各人が個別に作成したプログラムを micro:bit にダウンロードし，実際に遊んでみて面白かったものを
グループの代表作として 1 ～ 2 例発表してもらった．今回は micro:bit に備わったボタンや LED，加速
度センサしか使用しなかったにも関わらず，各グループともゲーム性のある面白い作品を発表してくれ
た．テーマを自由にしたことで技術的な難易度は個人毎に異なったが，前日のプログラミング講習では
教えなかった知識もアシスタントの学生から教えてもらったりなどして工夫したようであった．
4．これからのプログラミング教育
4.1. プログラミング教育の課題
新教育指導要領の実施に向けて加速しつつある国内のプログラミング教育だが，課題は山積している．
中等教育課程ではプログラミングに触れる時間が倍増し，プログラミングを教えられる教員がこれまで
以上に不足する．その一方で，教員数削減や仕事量増加などの理由から，情報専任の教員を雇う余裕の
ある学校はほとんどない．高等学校の場合はいわゆる「プログラミング」を教えればよいので方法論はあ
る程度固まっているが，中学校の場合は技術家庭科の内容にプログラミングを組み込む必要がある．こ
れはプログラミングの応用であり，教職課程の授業のなかでプログラミングに触れただけの教員では何
がどのような形で実現できそうかを想像することもなかなか難しい．
これが初等教育のプログラミング教育となるとさらに難しくなる．小学校教員の教職課程は専門性が
薄れることに加え，原則として担任を持つ教員全員がプログラミングを担当することになる．中学校と
同様，新しい教科が設けられるわけではなく既存の教科に組み込む形での実施となり，しかもどの教科
に組み込むかも各学校の裁量に任されている．自由度が高くなるほど，プログラミングでできることを
具体的に想像できなければカリキュラムを考えることは難しい．それに対して文部科学省はいくつかの
実例を示しているが，ロボットやタブレット端末など特別なコストをかけて実施している例はどこでも
真似できるものではなく，無料ツールを使用している例では他教科と連携しない単なるプログラミング
演習になっている 8）．2020 年度の一斉実施までに各学校が独自にプログラミング教育のカリキュラム
を模索していく必要があり，教育委員会や学校だけで解決することは難しいだろう．
4.2. 今後の展開
新学習指導要領におけるプログラミング教育の強化は，学校にとっては大変な話であるが，ビジネス
チャンスとしては大きい．これまでは子ども向けのプログラミング教室が中心であったが，これからは
学校教員のためのプログラミング講習会や，学校と連携してカリキュラムを考案・実施する形でも展開
していくと予想される．国内で早くからプログラミング教育を展開してきたサイバーエージェントの
CA Tech Kids では，政策提言活動のレベルから行政機関と協力してプログラミング教育市場での足場固
めを進めているように見受けられる．また，2.2 で紹介したロボットキットなどを製造販売しているメー
カーもこの波に乗り，自社製品を使用したワークショップや学校用カリキュラムを提案している．予算
のある学校ならば，教材と教育プログラムがセットになっているので魅力的であろう．
こういった流れに対して大学はどう動いていくべきだろうか．まず，大学や大学教員が実施している
ワークショップは地域連携活動の一貫であり非営利である．小中学校のなかにはプログラミング教育に
十分な予算が割けないところも多い．そういったビジネスに乗らない部分の不平等を埋めていくことが
同じ教育機関としての大学の役割であろう．もう一つ，大学は基本的にその地域に根ざして貢献する．
おそらく大きな企業は全国的に展開し，画一的な教材とカリキュラムを普及させていくと予想される．
一方，プログラミングと組み合わせやすい「総合的な学習の時間」や図画工作は，学校や学年，クラスで
独自の取り組みを行っているところが多く，その特色を活かしながらプログラミング的思考を養えるよ
うなカリキュラムを考案すべきである．大学の強みは，そういった個別の要望に柔軟に応えるべく，地
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域の小中学校と連携していけることであろう．その際，プログラミング教育に参入しようとする地域の
中小企業と協同していくことも大学には可能である．
5．おわりに
本稿では，国内のプログラミング教育の昨今の動きについて，特に新学習指導要領の実施による課題
や展望をまとめた．また，筆者が講師として携わった四條畷学園中学校のワークショップについて具体
的な内容をその経緯から述べ，地域連携活動の一貫として大学が初等・中等教育のプログラミング教育
と今後どう関わっていくべきかについて述べた．
ニュース等では以前より耳にしていたプログラミング教育の動向であったが，実際にプログラミング
ワークショップを企画・実施するなかで改めて調査していくと，筆者が想像していた以上に影響範囲の
広い話であることがわかった．文部科学省だけでなく総務省や経済産業省が積極的に推し進めており，
それに乗じて企業や民間団体が市場を開拓すべく動いている．日本でもサイバーエージェントやソニー
が動きをみせているが，プログラミング教材については米国や韓国，中国の製品もよくできている．
Scratch の例にみられるように，教育現場で一度デファクトスタンダートになると，なかなか他の教材
に移行しない傾向がみられる．学校教育で定常的な教材として使用されるものは，供給とサポートが安
心できるものであって欲しい．海外企業の製品の場合，日本の教育機関からの要望等が通りにくいため，
供給量の確保や突然の仕様変更への対処ができないという問題が生じる可能性もある．そういった点に
ついては国内企業やオープンソースに対する国の支援が必要かもしれない．
筆者の今後の活動として，四條畷学園中学校や同系列の小学校，本学院の付属中学校などと連携して
プログラミングワークショップの実施やカリキュラムの考案に関わっていきたい．それに継続的に取り
組むにあたってアシスタントとなる大学生グループを組織したいが，そのためにはプログラミング教育
で使用するツールを固定し，アシスタントのためのガイダンスやマニュアルなどを作成する必要がある．
ツールには，2017 年度のワークショップで使用した micro:bit を想定している．micro:bit はイギリスの
BBC が開発したマイコンであるが，ハードウェア仕様とプログラミング環境がオープンソース化され
たため，どの企業でも生産することができるなど教材として安心感がある．Micro:bit 教育財団は 2020
年までに日本の 30 万人の子どもに micro:bit を届けると宣言しており，教育現場に一気に普及すると予
想される．micro:bit を用いたワークショップやカリキュラムを企画することで，再利用やカスタマイズ
のしやすい教材となろう．現状ではプログラミング教室などの展開は関東（首都圏）に集中しているが，
筆者の活動が近畿や関西のプログラミング教育の振興に繋がるよう尽力していきたい．
引用文献
 1） 経済産業省，商務情報政策局情報処理振興課，IT 人材の最新動向と将来推計に関する調査結果（2016）
 2） 文部科学省，諸外国におけるプログラミング教育に関する調査研究，情報教育指導力向上支援事業（2015）
 3） 文部科学省，教育課程部会情報，情報ワーキンググループによる審議の取りまとめ （2016）
 4） 文部科学省，中央教育審議会，幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
及び必要な方策等について（答申），中教審第 197 号（2016）
 5） 株式会社サン・ロワ，http://www.saint-rois.com/
 6） Micro:bit 教育財団，http://microbit.org/
 7） ココロコミュ×四條畷学園中学校，micro:bit を使ったプログラミングワークショップ，http://cocorocom.com/
archives/5102（2017）
 8） 文部科学省，情報教育指導力向上支援事業，プログラミング教育実践ガイド（2014）
受稿日　　2017 年 9 月 21 日　　　受理日　　2017 年 12 月 22 日
D10315_70002052_5尾関基行.indd   44 2018/02/27   18:22:40
－45－
本学教員の他学術雑誌掲載論文抄録
健康 ･スポーツ科学科
「女性視点におけるマーケティング戦略の提案と
開発―コンプレッション･タイツを題材として―」
穐原寿識
繊維製品消費科学学会誌，58 巻 /No.09， pp.40-43
（2017）
　埼玉に本社を置く魔法のタイツ株式会社との産
学連携プロジェクトに関する 2016 年度の技術レ
ポートの報告である．同社は 2015 年から楽天市
場を中心に展開するコンプレッション ･ タイツの
専門ブランドであり，近年は大型小売店ドンキ
ホーテや恵比寿にあるジャンドエルブなど，積極
的に小売店にも出荷を行っている．
　この商品は，脚を細く綺麗に見せる為に特化し
た商品であり，主に脚における脂肪分が多い女性
からの支持が高く，圧倒的にリピーターがその層
に多い．今回新たな顧客層の開拓のため，痩せ形，
また筋肉質であるアスリート体型の女性が，同商
品を使用した場合に効果がどの程度定着するのか
を測定し，また本ゼミの学生が持つ女性独自の
マーケティング視点による商品およびプロモー
ション戦略における提案をさせてもらった．
心理・社会福祉学科
Additional report about the validity of the Jung 
Psychological Types Scale
SATO, Junichi
Online Journal of Japanese Clinical Psychology, vol.4, 
pp.1-7
　The Jung Psychological Type Scale(JPTS)is the 
most  recent ly  developed ins t rument  for  the 
measurement of Jungʼs psychological types. The JPTS 
conforms closely to Jung ʼs orthogonal, three-
d imens iona l  model  o f  psycholog ica l  types : 
extraversion-introversion, thinking-feeling, and 
sensation-intuition. The JPTS uses 7-point Likert-scale 
items in a bipolar format. The appropriateness of item 
content was based on the judgments of two Jungian 
analysts. This study provides an additional assessment 
of the validity of the JPTS using data from Japanese 
university students. To investigate the concurrent 
validity of the JPTS, scores were compared with 
scores on the Gray-Wheelwrights Test / Jungian Type 
Survey(GW/JTS)and the Myers-Briggs Type Indicator 
(MBTI), using a categorical approach. Some data were 
obtained by using MBTI Form M scores from previous 
studies(Sato, 2003; 2005). Evidence for the concurrent 
validity of JPTS scores is presented based on the 
agreement of psychological types with the MBTI Form 
M. These findings suggest that the categorical 
approach provides additional support for the validity 
of the JPTS. 
本学教員の他学術雑誌掲載論文抄録
（人文・社会科学系）
2017 年 1 月～ 2017 年 12 月
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武庫川女子大学紀要投稿細則
平成 26 年 6 月 5 日　紀要検討委員会決定
Ⅰ　総　則
1 ．投稿資格　 　本紀要に投稿できるものは，委嘱を含む本学専任の教授，准教授，講師，助教，助手，
助手補，および副手とする．上記以外からの寄稿掲載は本委員会の審査の結果による．
ただし，本学専任講師以上との共同研究者を含むことはさしつかえない．
2 ．原稿内容　 　学術的研究領域における原著論文とする．ただし，価値ある調査報告および研究資料
はこの限りではない．また，抄録（和文）もあわせて巻末に掲載する．
3 ．著 作 権　 　掲載された論文の著作権は武庫川女子大学に帰属する．
4 ．用　　語　　日本語または英語とする．
5 ．編　　集
　　　　　　　ａ） 形態　　　人文・社会科学編および自然科学編として編集する．
　　　　　　　ｂ）  書式　　　人文・社会科学編は横書きを原則とし，紀要委員会が必要と認める場合
には縦書きも可とする．横書きは横一段として，縦書きは上下二段として組む．また，
自然科学編はすべて横書き，横二段として組む．
6 ．投　　稿　 　原稿はこの細則に従って，作成しなければならない．これに従っていない原稿は作成
のし直しを著者に求めることがある．投稿にあたっては，正副原稿（コピーでも可）各一
部を提出することとする．なお，写真はコピーとしないこと．原稿は，一編につき，刷
り上がり 9 頁以内とする．
7 ．審　　査　 　紀要委員会は 1 投稿論文につき，原則 2 名の査読者に審査を依頼する．査読者は論
文の総合評価について，掲載の可否の判断及び審査意見を付する．論文の採否は査読者
の評価を参考に紀要委員会が決定する．
8 ．そ の 他
　　　　　　　ａ）提出期限を過ぎた原稿は，その理由を問わず，これを受理しない．
　　　　　　　ｂ） 著者の校正は原則として 2 校までとする．校正に際しては，印刷上の誤り以外の字
句の訂正，挿入，および削除は，原則として認めない．
　　　　　　　ｃ） 別刷りは 50 部とする．これを超過する場合は研究費負担とする．
　　　　　　　ｄ） その他の必要事項は本委員会が定める．
　　　　　　　ｅ） この細則の改正は学部長会構成員，図書館長および紀要委員長からなる紀要検討委
員会の議を経たうえ，学長がこれを定める．
　　　　　　　ｆ） 紀要検討委員会の開催は，紀要委員長が発議し，学長がこれを招集する．
Ⅱ　原　稿
1 ．原　　稿
1） 原稿は原則として写植方式で作成する．すなわち，原稿の 1 枚がそのまま刷り上がりの 1 頁とな
るよう，図や表，写真なども，著者自身がアレンジして，原稿の中に組み込みいれておく．
2）提出原稿は A 4 判で作成する．
3） 将来の完全写植式への経過処置として，当面は図や表の入るべき所を白抜きとし，図，表を別に添
付して提出することを認める．
4）原稿の第 1 頁は次の順に従って作成する．
i）まず，表題（表題は正確，かつ簡潔に論文内容を表すものであること．また，副題は行を改めて
書くこと），著者名（さらに行を改めて中央に書くこと），所属（学部，学科を，さらに行を改めて
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中央に書く）の順に書く．
ii）和文原稿の場合，原則として，表題，著者名，所属は欧文を添える．
iii） 次に欧文要旨（200 語前後）を置き，次に，論文の原稿受付日，受理日を欧文で記載し，以下本文
を続ける．
iv） ただし，人文・社会科学編においては，欧文の表題・著者名・所属および欧文要旨は別紙（A4 判）
に作成し，本文の後ろに添える．
5）緒言，方法，結果，考察，謝辞及び文献などの大見出しは 2  行取りとする．
6）原稿はワープロを用いて以下の要領で打つ．
i）和文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 46 字× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　ただし，縦書きが認められた場合　　 1 頁 32 字× 31 行　 2 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 22 字× 45 行　 2 段
ii） 欧文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 96 字前後× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 46 字前後× 45 行　 2 段
7） 和文原稿の場合，文章は原則として簡潔にし，常用漢字，ひらがな，新かなづかいを用いること，
外国語音訳，生物の和名等はカタカナを用い，外国人名，生物学名などは原綴りを用いる．
8） 脚注は，関係する本文中の語の右肩に＊，＊＊などをつけ，その頁の下に横線を引き，その下側
に挿入すること．行間は 1 スペースとする．
9）活字書体の指定は別添資料に従うこと．
2 ．図・表・写真
1）同じデータを図と表の両者で示すことは許されない．
2） 図，表およびそれらのタイトルならびにその説明文は，和文原稿においても，原則として欧文で書
くこと．
3） 写真は図として取り扱い，図（写真），表にはそれぞれ番号（Fig.1，Fig.2，Table 1，Table 2 など）と
見出しを記入すること．
4） 図の番号（Fig.1，Fig.2 など）および見出しは図の下方に，表の番号および見出しは表の上に記入す
ること．
5）式は，原則としてワープロを用いて印書すること．
6）図や表，写真など別添原稿にして提出する場合．
i）原稿（写真の場合台紙）は本文と同じく A4 に合わせること．
ii） 図は，印刷に直接使用できるよう，白紙又は青色方眼紙に墨書きとし，文字を活字で入れる場合は，
鉛筆書きで記入すること．
iii） 原図は 1 ／ 2 に縮尺されることを考慮して作図すること．なお他の縮尺を希望する場合はその仕
様を朱書きで明示すること．
7）写真は鮮明なるものとし，必ず台紙（A 4 ）に貼ること．
8）写真，図等を台紙に貼る時は，製版上必要な場合に簡単に剥がれるよう配慮すること．
9） 写真中の文字などは写真の上に薄紙をかけ，指定する位置，文字などを青鉛筆（または青インク）で
明示し，委員にその旨伝えること．
3 ．参考文献
1）雑誌および単行本の引用の仕方
i）本文中の各引用箇所には語句の右肩に 1），2）…の引用番号を付けること．
ii） 文献はこの引用番号の順に，論文末尾に一括すること．
iii） 参考（引用）文献の記入は次の順に従うこと．
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⒜　雑誌の場合
1 ．著者名，2 ．誌名（欧文誌名はイタリック），3 巻（和欧ともゴシック）（号），4 ．ページ（始
め－終わり）， 5 ．発行年次
なお，号と発行年次には（　）をつける．
［例］3） Mukogawa, H., Nishinomiya, S. and Mukogawa, T., J. Biochem., 57, 456-461（1994）
 　　8）武庫川花子，武庫川太郎，栄養誌，40，1213-1215（1993）
⒝　単行本の場合
1 ．著者名， 2 ．書名（欧文書名はイタリック）， 3 ．発行所と発行場所（初版の場合は，第　
版は記さない）， 4 ．ページ（始め－終わり）， 5 ．発行年次（　）をつける．
［例］12） Epstein, E., Mineral Nutrition of Plant, John Wiley and Sons. Inc., New York, pp.187-205
（1986）
15） Geddes, R., in The Polysaccharides, ed. by Aspinall, G.O., Academic Press, London, vol. 3, 
pp.283-336（1985）
17）小林　悟，実験医学，共立出版，東京，vol. 1，pp.51-63（1987）
23）仁田　勇，X 線結晶，仁田　勇ら編，朝倉書店，東京，第 2 版．pp.937-954（1980）
2）文献には原則として，論文タイトルは付けないが，必要な場合はこの限りではない．
3）書物の書名は二重カギカッコを，論文タイトルは一重カギカッコをつけてもよい．
4） 自然科学編の投稿論文では，「ibid」や「同上」の省略形は用いず，所載誌（書）名を繰り返し記載する
こと．ただし，人文・社会科学編はこの限りではない．
［例］ 1） ヴァルデンフェルス，H.，（松山康国・川村永子訳）『絶対無』，法蔵館，京都，
pp.85-88（1986）
2）同上，p.121（1986）
3） 高橋　進「老・荘における自然」日本倫理学会・金子武蔵編『自然倫理学的考察』以文
社，東京，pp.104-106（1979）
4）中村　元『原始仏教の思想　上』（中村　元選集第 13 巻），春秋社，東京，pp.254-
260（1970）
5）前掲 1），pp.225-241（1986）
4 ．その他
1）本文原稿の各頁の下，中央部に，下記の要領で頁数（仮）を書き入れること．
　例）5 ／ 8（ 8 頁の原稿の 5 頁目）
　2）細則によることが著しく困難である場合は，著者の所属する学会の方式に従っても差し支えない．
　3） 原稿は正本一部，副本二部に USB メモリーまたは CD を添え，必要事項を記入した投稿申込書
とともに提出する．
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活字指定一覧表
和　文　論　文 欧　文　論　文
主　　　　題
副　　　　題
著　者　名
大　見　出（緒言など）
小　見　出
本文
本文中の欧語，数字
本文右肩へ添付の引用番号
本文 1，3-5）
受理年月日脚注題見出
文　献　欄
欧　文　項
　　主題
　　副題
　　著者名
　　本文（要約文）
図表の表題
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
12  P　太字体（ゴチック）
10.5  P　太字体
10  P　並体
10  P　Century
06  P　並体
08  P　並体
09  P　並体
　（欧文）
16  P　Cent. 頭のみ  Cap.
14  P　Cent. 頭のみ  Cap.
12  P　Cent. 頭のみ  Cap.
10.5  P　Cent.  Boldface
09  P　並体
16  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
14  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Gothic
10  P　Cent.
－－－
06  P　Cent.
08  P　Cent.
09  P　Cent.
　（和文）
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
10.5  P 並体
09  P　Cent.  Boldface
欧文人名
学名その他ラテン語
文献欄
　欧文雑誌及び書名
　雑誌の巻数（和欧とも）
頭のみ Cap. 後は小文字　Cent.（Rayan.R=Cap.）
Italic
Italic
Gothic
活字書体の指定（原稿に朱書きでアンダーライン）
　　　　Capital  Italic  Capital 
　　　　Small  Capital  Gothic  Italic 
　　　　Italic  Githic  Capital 
　　　　Gothic 
本文は句読点にする．
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武庫川女子大学紀要第　　巻投稿申込書
紀要編集委員会殿
　　　　下記のとおり，紀要
人文・社会科学
自 然 科 学
編に投稿したいので申し込みます．（投稿する方に○印）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投稿者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属（学科・研究室）　　　　　　　　　　内線　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
₁ 　表題
　　　和文：
　　　欧文：
₂ 　著者名（共同執筆の場合のみ。次頁に投稿者を含め全員記入）
₃ 　用語（該当語に○印）　　　　　　　　　　　　　　和文　　　　　欧文
₄ 　原稿枚数 5　提出メディア
　　　合計　　　　　　　　　　枚 FD，CD　   　　　　　 　　
　　　　　　内訳　 1 ）本文　　　　　　　　　　枚　　　　　　　　　　　　 USB，その他　  
　　　　　　　　　 2 ）図　　　　　　　　　　　枚
　　　　　　　　　 3 ）写真　　　　　　　　　　枚（台紙の枚数）
　　　　　　　　　 4 ）表　　　　　　　　　　　枚
6 　別刷り希望部数
　　　公費負担分 50 部＋研究費負担分（　　　）部　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　部
審査員承認
　 ₁ ）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　 ₂ ）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 切り取り線 　　　　　　　　　　　　　　　　　 割印  
投稿論文受付票
　　　　　　　　　　　　　　　　殿
受付日 　　年　　　　月　　　　日
紀要編集委員会
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紀 　 要 　 委 　 員 　 会
委 員 長　　玉井　　暲　　　　　　　　　
委　　員　　池田　克巳　　　柴田　清継　
　　　　　　井上　雅勝　　　岡崎　祐史　
佐々　尚美　　　川端　京子　
発 行 者　　　武　庫　川　女　子　大　学
西 宮 市 池 開 町 6 番 46 号
印 刷 所　　　大 和 出 版 印 刷 株 式 会 社
神戸市東灘区向洋町東 2 － 7 － 2
編集後記
『武庫川女子大学紀要　人文・社会科学編』および『武庫川女子大学紀要　自然科学編』の第 65 巻をお届け
いたします。
本巻のために研究論文をご投稿下さいました皆様方にお礼を申しあげます。
今年度は、計 7 篇の投稿論文がございました。厳正かつ公平な論文査読を経て、7 篇の論文を本紀要に掲
載するに値する論文としてお認めし採択いたしました。『人文・社会科学編』に 5 篇を、『自然科学編』に 2
篇を掲載しております。
『武庫川女子大学紀要』は、論文査読制を採用し、学内および学外の研究者の方々に査読をお願いし、本紀
要の学術的質の向上をめざしております。
本紀要の次巻の論文投稿の締め切りは2018年9月上旬です。その詳細は後日に発表しますので、皆様、奮っ
てご投稿下さい。皆様方からのご投稿をお待ち申し上げております。
武庫川女子大学紀要委員会委員長
玉井　暲
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